

[image: Oracle Corporation]





Oracle® Fusion Middleware

Microsoft SharePointのためのOracle WebCenter Contentストレージ・コネクタの管理

11g リリース1 (11.1.1)

E49677-01(原本部品番号:E38670-01)

2013年7月

Microsoft SharePoint 2010でのOracle WebCenter Contentストレージ・コネクタの管理方法を説明する管理者向けドキュメント。




Oracle Fusion Middleware Microsoft SharePointのためのOracle WebCenter Contentストレージ・コネクタの管理, 11g リリース1 (11.1.1)

E49677-01

Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

原本主著者: Victor Owuor

原本協力著者: Jean Rao

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

OracleおよびJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。







目次

タイトルおよび著作権情報

はじめに

	対象読者
	ドキュメントのアクセシビリティについて
	関連ドキュメント
	表記規則


1 概要

	1.1 コネクタの概要
	1.2 アーキテクチャの概要
	1.3 コネクタの設定


2 インストール

	2.1 ソフトウェア要件
	2.1.1 SharePoint環境でのソフトウェア要件
	2.1.2 WebCenter Content環境でのソフトウェア要件



	2.2 前提条件
	2.2.1 リモートBLOBストレージ
	2.2.2 SQLユーザーとActive Directoryアカウント
	2.2.2.1 SQL Serverでのデータベース・ユーザー
	2.2.2.2 ファーム管理権限を持つActive Directoryアカウント






	2.3 SharePointへのコネクタのインストール
	2.3.1 SharePoint用のコネクタ・パッケージ・コンテンツの抽出
	2.3.2 コネクタのデプロイおよびインストール
	2.3.3 WebCenter Content RBSプロバイダの登録



	2.4 WebCenter Contentサーバーへのコネクタのインストール
	2.4.1 SharePointConnectorコンポーネントのインストール
	2.4.2 SharePointConnectorの有効化
	2.4.3 WebCenter Contentユーザーの作成
	2.4.4 SPConnectorServices WSDLの作成
	2.4.5 WebCenter Contentクラスタ環境設定
	2.4.5.1 コネクタ・コンポーネントによるWebCenter ContentからSharePointサービスへのアクセス
	2.4.5.2 コネクタ・コンポーネントによるSharePointからWebCenter Contentサービスへのアクセス



	2.4.6 スタブのデプロイメント





3 構成

	3.1 ファームレベル設定の構成
	3.1.1 接続設定の構成
	3.1.2 ファーム・レベルでのセキュリティ設定の構成
	3.1.3 WebCenter ContentフィールドとSharePointメタデータとのファーム・レベルでのマッピング



	3.2 コネクタのアクティブ化と構成
	3.2.1 SharePointコンテンツ・データベースのコネクタのアクティブ化
	3.2.2 スコープ・ルールと条件の構成
	3.2.2.1 スコープ構成ルールの追加
	3.2.2.2 スコープ構成ルールの更新
	3.2.2.3 スコープ構成ルールの削除



	3.2.3 場所に対するセキュリティ設定の構成(オプション)
	3.2.3.1 サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対するセキュリティ設定の構成
	3.2.3.2 サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対するセキュリティ設定の削除



	3.2.4 WebCenter ContentフィールドとSharePointメタデータとのドキュメント・ライブラリ・レベルでのマッピング(オプション)





4 移行

	4.1 外部化移行
	4.2 スコープベースの移行


5 ドキュメントの格納と操作

	5.1 SharePointでのドキュメントの作成または更新時のWebCenter Contentでのドキュメントの格納
	5.2 SharePointでのドキュメントの読取りまたはダウンロード時のWebCenter Contentからのドキュメントの取得
	5.3 WebCenter Contentからのドキュメントの削除
	5.4 WebCenter Contentでのドキュメントの操作


6 ログ情報

	6.1 SharePointでのログ設定の変更
	6.2 SharePointでのログの表示
	6.3 WebCenter Contentでのログ設定の変更
	6.4 WebCenter Contentでのイベント・ログの表示


7 コネクタの非アクティブ化とアンインストール

	7.1 SharePointコンテンツ・データベース用のコネクタの非アクティブ化とクリーンアップ
	7.1.1 SharePointコンテンツ・データベースでのコネクタの非アクティブ化
	7.1.2 逆移行の実行
	7.1.3 RBS Maintainerユーティリティの実行
	7.1.4 SharePointコンテンツ・データベースのコネクタのクリーンアップ



	7.2 SharePointとWebCenter Content間の接続の削除
	7.3 アンインストール
	7.3.1 SharePoint環境からのコネクタのアンインストール
	7.3.1.1 コネクタのアンインストールと撤回
	7.3.1.2 WebCenter Content RBSプロバイダの登録解除



	7.3.2 WebCenter Contentでのコネクタの無効化





A トラブルシューティング

	A.1 トラブルシューティングの概要
	A.2 一般的な問題の解決
	A.2.1 RBSのインストールの際、実行通知がない
	A.2.2 RBSインストールに失敗した
	A.2.3 SharePointにWebCenter ContentコネクタWebソリューション・パッケージをデプロイする際、「WCCConnectorソリューションはすでに追加/デプロイされています」というエラーが表示される
	A.2.4 SharePointにWebCenter Contentコネクタをインストールする際、「ユーザー'username'のログインに失敗しました」というエラーが表示される
	A.2.5 SQL認証の問題
	A.2.6 WebCenter Contentで、「接続構成」ページにエラーが表示される
	A.2.7 WebCenter Contentで、「メタデータ」、「セキュリティ」または「スコープ・ルールの追加」ページにエラーが表示される
	A.2.8 SQL認証の問題



	A.3 よくある質問
	A.4 My Oracle Supportを使用したその他のトラブルシューティング情報








はじめに

Microsoft SharePoint 2010のためのWebCenter Contentストレージ・コネクタにより、組織では、WebCenter Contentのドキュメント・メンテナンス機能とともにSharePoint 2010の構造化されたストレージを使用できます。コネクタにより、堅牢なドキュメント管理システムの構築が促進されます。




	
注意:

	
この管理ガイドでは、Microsoft SharePoint 2010専用のWebCenter Contentストレージ・コネクタの概要を示し、SharePointおよびOracleプラットフォームでコネクタをインストール、構成および管理する方法について説明します。


	
このガイドで「SharePoint」と記載されている場合、Microsoft SharePoint 2010が使用されていることを意味します。













対象読者

この管理ガイドは、Microsoft SharePoint 2010用にWebCenter Contentストレージ・コネクタをインストールおよび構成する必要のあるシステム管理者を対象にしています。システム管理者は、このガイドにより、Microsoft SharePoint 2010のためのWebCenter Contentストレージ・コネクタの構成要件およびアクティビティ・ログ・ファイルを管理することもできます。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middleware 11gリリース1のドキュメント・セットに含まれる次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理


	
Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentのマネージング





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













1 概要


この章では、Microsoft SharePoint 2010のためのOracle WebCenter Contentストレージ・コネクタの概要について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第1.1項「コネクタの概要」


	
第1.2項「アーキテクチャの概要」


	
第1.3項「コネクタの設定」






1.1 コネクタの概要

コネクタの主な役割は、SharePointライブラリからWebCenter Contentサーバー・リポジトリへ、ドキュメントをそのメタデータとともに転送し、格納することです。コネクタは、アップロード、更新、チェックイン、チェックアウト、チェックアウトの破棄および削除の操作を、SharePointからWebCenter Contentサーバー・リポジトリにレプリケートします。コネクタを使用して、次のタスクを実行できます。

	
接続設定の構成。


	
セキュリティ設定の構成。


	
SharePointメタデータのマッピング。


	
コネクタのアクティブ化。


	
スコープ・ルールと条件の構成。


	
データの移行。









1.2 アーキテクチャの概要

次の図は、SharePointとWebCenter Contentの両方でのコネクタ・アーキテクチャを示しています。


図1-1 コネクタのアーキテクチャ

[image: 図1-1の説明が続きます]





SharePoint環境でのコネクタ・アーキテクチャ

	
コネクタ・データベース: コネクタは、コネクタ構成データベースとコネクタ・カスタム・データベースの2つの異なるタイプのデータベースで構成されます。これらのデータベースは、SharePointデータベースが格納されるものと同じSQL Serverインスタンスに格納されます。

コネクタ構成データベースには、接続設定、アクティブ化設定、スコープ・ルール構成、移行ジョブの詳細などの構成情報が格納されます。

コネクタ・カスタム・データベースには、ドキュメントやWebCenter Contentに格納されているドキュメントのスタブが格納されます。各SharePointコンテンツ・データベースには、異なるコネクタ構成データベースがあります。


	
コネクタRBSプロバイダ: コネクタは、リモートBLOBストレージ(RBS)を活用して、SharePointからのドキュメントを外部化します。SharePointにアップロードされたドキュメントはすべて、最初にコネクタ・カスタム・データベースに格納されます。RBSプロバイダは、ドキュメントの場所に応じて、コネクタ・カスタム・データベースまたはWebCenter Contentからのドキュメントの読取りおよび削除も行います。


	
コネクタ・イベント・レシーバ: コネクタは、SharePointのイベント・レシーバ・フレームワークを活用して、WebCenter Contentに追加、更新、チェックアウト、チェックイン、チェックアウトの破棄などの操作をレプリケートします。イベント・レシーバは、スコープ・ルールの評価も行い、ドキュメントをコネクタ・カスタム・データベースからWebCenter Contentに移動する必要があるかどうかを決定します。




WebCenter Content環境でのコネクタ・アーキテクチャ

	
コネクタ表: コネクタは、WebCenter Contentのデータベースに、接続、メタデータおよびセキュリティ設定を格納します。


	
コネクタ・フィルタ: コネクタは、WebCenter Contentのフィルタ・フレームワークを活用して、SharePointから転送されたドキュメントに対してコネクタ固有の操作を実行します。コネクタには、アクション・フィルタと制限フィルタの2種類のフィルタがあります。アクション・フィルタは、ドキュメントをWebCenter Contentに格納する前に、これらにメタデータとセキュリティを割り当てます。制限フィルタは、WebCenter Contentに格納されたSharePointコンテンツに対するチェックイン、チェックアウト、メタデータの更新など、ユーザーによるアクションの変更を制限します。


	
コネクタ・サービス: コネクタは、WebCenter Contentで、コネクタの構成を行うための様々なサービスを提供します。接続、アクティブ化、メタデータ、セキュリティ、スコープ・ルールおよび移行構成のサービスが提供されます。









1.3 コネクタの設定

次の手順は、コネクタを設定および使用する必要のあるタスクを示しています。

	
SharePointへのコネクタのインストール。詳細は、第2.3項を参照してください。


	
WebCenter Contentサーバーへのコネクタのインストール。詳細は、第2.4項を参照してください。


	
接続設定の構成。詳細は、3.1.1項を参照してください。


	
ファーム・レベルでのセキュリティ設定の構成。詳細は、3.1.2項を参照してください。


	
WebCenter ContentフィールドとSharePointメタデータとのファーム・レベルでのマッピング。詳細は、3.1.3項を参照してください。


	
SharePointコンテンツ・データベースのコネクタのアクティブ化。詳細は、3.2.1項を参照してください。


	
スコープ・ルールと条件の構成。詳細は、第3.2.2項を参照してください。


	
場所に対するセキュリティ設定の構成(オプション)。詳細は、3.2.3項を参照してください。


	
WebCenter ContentフィールドとSharePointメタデータとのドキュメント・ライブラリ・レベルでのマッピング(オプション)。詳細は、3.2.4項を参照してください。


	
外部化またはスコープベースの移行を実行します(オプション)。詳細は、4項を参照してください。


	
クラスタ環境を設定します。WebCenter Contentクラスタ環境にSharePointコネクタをインストールするには、次の項を参照してください。

	
第2.4.5.1項「コネクタ・コンポーネントによるWebCenter ContentからSharePointサービスへのアクセス」




	
第2.4.5.2項「コネクタ・コンポーネントによるSharePointからWebCenter Contentサービスへのアクセス」















2 インストール


この章では、WebCenter Content環境およびSharePoint環境で、Microsoft SharePoint 2010用にWebCenter Contentストレージ・コネクタをインストールする方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第2.1項「ソフトウェア要件」


	
第2.2項「前提条件」


	
第2.3項「SharePointへのコネクタのインストール」


	
第2.4項「WebCenter Contentサーバーへのコネクタのインストール」






2.1 ソフトウェア要件

この項では、SharePoint環境およびWebCenter Content環境でのコネクタのソフトウェア要件を示します。



2.1.1 SharePoint環境でのソフトウェア要件

この項では、SharePoint環境でコネクタがサポートするSharePointのバージョンとデータベースを示します。

	
Microsoft SharePoint 2010 Enterprise Edition Service Pack 1


	
SQL Server 2008 R2 Enterprise Edition









2.1.2 WebCenter Content環境でのソフトウェア要件

この項では、WebCenter Content環境でコネクタがサポートするWebCenter Contentのバージョン、JDKバージョンおよびブラウザを示します。

	
Oracle WebCenter Content 11.1.1.8.0以上


	
JDK 1.6


	
このコネクタでは次のブラウザがサポートされます。

	
Internet Explorer 8以上


	
Mozilla Firefox 17.0.0以上


	
Chrome 23.0.1271.95以上


	
Safari 3.1.2以上














2.2 前提条件

コネクタをインストールする前に、次の点を確認する必要があります:

	
1つ以上のSharePointコンテンツ・データベースにリモートBLOBストレージ(RBS)がインストールされ、有効になっている。


	
適切なSQLデータベース・ユーザーおよびActive Directoryアカウントがある。


	
デフォルトのJavaオーセンティケータ(-DUseSunHttpHandler)を使用するようにWebLogic Serverオーセンティケータが構成されている。


	
SharePoint Central Administration WebアプリケーションがNetwork LAN Manager (NTLM)認証モードを使用している。


	
WebCenter Contentサーバーのシステム・ユーザーに、SharePoint Serverへのアクセス権がない。




	
注意:

WebCenter Contentサーバーを実行するシステム・ユーザーが、SharePoint Serverへのアクセス権を持つことはできません。このアクセス権があると、2つのシステム間でNTLM認証が発生した場合に、接続構成用に指定されたSharePointサービス・アカウント資格証明ではなく、このシステム・ユーザーの資格証明を使用して認証が行われ、最終的にはエラーとなります。














2.2.1 リモートBLOBストレージ

コネクタをインストールする前に、コネクタを使用する各SharePointコンテンツ・データベースにRBSがインストールされ、有効になっている必要があります。RBSのインストール方法については、http://technet.microsoft.com/en-us/library/ff629463(v=office.14).aspx#Section3を参照してください。

RBSを有効化する方法については、次を参照してください。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/ff629463(v=office.14).aspx#enableRBS






2.2.2 SQLユーザーとActive Directoryアカウント

コネクタをインストールする前に、適切なSQLデータベース・ユーザーおよびActive Directoryアカウントがあることを確認する必要があります。



2.2.2.1 SQL Serverでのデータベース・ユーザー

SQL ServerのSharePointインスタンスにデータベース・ユーザーがある必要があります。次の点も確認する必要があります:

	
このデータベース・ユーザーにdbCreator、sysadminおよびserveradmin権限がある。


	
このデータベース・ユーザーがパスワード・ポリシーを強制しない。


	
SQL Server SharePointインスタンスの「サーバーのプロパティ」ページで、SQL ServerおよびWindows認証モードが有効になっている。









2.2.2.2 ファーム管理権限を持つActive Directoryアカウント

SharePointおよびWebCenter Contentとの相互作用の際にコネクタが使用できるActive Directoryアカウントを持っている必要があります。Active Directoryアカウントは、SharePoint Central AdministrationサイトのSharePointファーム管理者グループに属している必要があります。




	
注意:

SharePointへの接続の構成には、別のActive Directoryアカウントを使用するようにしてください。SharePointの接続にシステム・アカウントなどのSharePointファーム・アカウントを使用すると、認証エラーや無効ユーザー・エラーとなる場合があります。


















2.3 SharePointへのコネクタのインストール

このセクションの内容は次のとおりです。

	
第2.3.1項「SharePoint用のコネクタ・パッケージ・コンテンツの抽出」


	
第2.3.2項「コネクタのデプロイおよびインストール」


	
第2.3.3項「WebCenter Content RBSプロバイダの登録」






2.3.1 SharePoint用のコネクタ・パッケージ・コンテンツの抽出

SharePoint ServerでSharePoint用のコネクタ・パッケージ・コンテンツを抽出する必要があります。マルチサーバーSharePointファーム環境がある場合、SharePointファーム内の各サーバーでパッケージのコンテンツを抽出する必要があります。SharePoint用のコネクタ・パッケージ・コンテンツを抽出すると、次のファイルを取得します。

	
DeploySolution.ps1


	
RetractSolution.ps1


	
WCCConnector.wsp


	
WCCConnectorInstaller.exe


	
WCCRBSProvider.config









2.3.2 コネクタのデプロイおよびインストール

コネクタは、SharePointファーム内の1つのサーバーのみにデプロイおよびインストールする必要があります。コネクタは、Central Administration WebアプリケーションをホストするSharePoint Serverにデプロイおよびインストールすることをお薦めします。

SharePointファームにコネクタをデプロイおよびインストールする手順は次のとおりです。




	
注意:

この手順を実行する前に、SharePoint Serverにログインするユーザーに、ファーム管理権限およびシステム管理権限があることを確認する必要があります。









	
コネクタをデプロイおよびインストールするSharePoint Serverで、管理者としてSharePoint 2010管理シェルを開きます。


	
ディレクトリを、WCCConnector.zipパッケージを抽出した場所に変更します。詳細は、2.3.1項を参照してください。


	
SharePointファームにWCCConnector Webソリューション・パッケージ(WSP)をデプロイするには、次のコマンドを使用します。


.\DeploySolution.ps1



図2-1 ソリューションのデプロイ・コマンドと出力

[image: 図2-1の説明が続きます]





	
SharePointファームにコネクタをインストールするには、次のコマンドを使用します。

.\WCCConnectorInstaller.exe Install


図2-2 インストール・コマンドと出力

[image: 図2-2の説明が続きます]





	
資格証明を求められたら、SQL ServerのSharePointインスタンス上のデータベース・ユーザーの資格証明を入力します。詳細は、2.2.2.1項を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、IISサーバーを再起動します。


iisreset



図2-3 IISリセット・コマンドと出力

[image: 図2-3の説明が続きます]





	
SharePoint Timer Serviceを再起動するには、次のコマンドを使用します。


net stop sptimerv4



図2-4 SharePoint Timer Serviceの停止コマンドと出力

[image: 図2-4の説明が続きます]






net start sptimerv4



図2-5 SharePoint Timer Serviceの開始コマンドと出力

[image: 図2-5の説明が続きます]












2.3.3 WebCenter Content RBSプロバイダの登録

コネクタをデプロイおよびインストールしたサーバーを除き、SharePointファーム内の各サーバーに対して、WebCenter Content RBSプロバイダを登録する必要があります。単一サーバーSharePointファーム環境の場合は、この手順を実行する必要はありません。

SharePointファームでWebCenter Content RBSプロバイダを登録する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Content RBSプロバイダを登録するSharePoint Serverで、管理者としてSharePoint 2010管理シェルを開きます。


	
ディレクトリを、WCCConnector.zipパッケージを抽出した場所に変更します。詳細は、2.3.1項を参照してください。


	
WebCenter Content RBSプロバイダを登録するには、次のコマンドを使用します。


.\WCCConnectorInstaller.exe RegisterProvider



図2-6 プロバイダの登録コマンドと出力

[image: 図2-6の説明が続きます]





	
IISサーバーを再起動するには、次のコマンドを使用します。


iisreset



図2-7 IISリセット・コマンドと出力

[image: 図2-7の説明が続きます]





	
SharePoint Timer Serviceを再起動するには、次のコマンドを使用します。


net stop sptimerv4



図2-8 SharePoint Timer Serviceの停止コマンドと出力

[image: 図2-8の説明が続きます]






net start sptimerv4



図2-9 SharePoint Timer Serviceの開始コマンドと出力

[image: 図2-9の説明が続きます]














2.4 WebCenter Contentサーバーへのコネクタのインストール

この項の内容は、次のとおりです。

	
第2.4.1項「SharePointConnectorコンポーネントのインストール」


	
第2.4.2項「SharePointConnectorの有効化」


	
第2.4.3項「WebCenter Contentユーザーの作成」


	
第2.4.4項「SPConnectorServices WSDLの作成」


	
第2.4.5項「WebCenter Contentクラスタ環境設定」


	
第2.4.6項「スタブのデプロイメント」






2.4.1 SharePointConnectorコンポーネントのインストール




	
注意:

すでにSharePointConnectorがインストールされている場合は、この手順をスキップしてこれらのコンポーネントの有効化に進むことができます。詳細は、2.4.2項を参照してください。









SharePointConnectorコンポーネントをインストールする手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「管理」を選択し、さらに「管理サーバー」→「コンポーネント・マネージャ」を選択します。「コンポーネント・マネージャ」ページが開き、コンポーネント・カテゴリのリストおよびコンポーネント名のリストが表示されます。


図2-10 「コンポーネント・マネージャ」ページ

[image: 図2-10の説明が続きます]





	
「拡張コンポーネント・マネージャ」リンクをクリックします。「拡張コンポーネント・マネージャ」ページが表示されます。




	
注意:

コンポーネント・マネージャの使用の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理』の「コンポーネントの管理」の章を参照してください。










図2-11 「拡張コンポーネント・マネージャ」ページ

[image: 図2-11の説明が続きます]





	
「新規コンポーネントのインストール」リージョンで「ファイルの選択」をクリックします。「アップロードするファイルの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。


図2-12 「アップロードするファイルの選択」ダイアログ・ボックス

[image: 図2-12の説明が続きます]





	
SharePointConnector.zipファイルを選択し、「開く」をクリックします。


	
「拡張コンポーネント・マネージャ」ページで、「インストール」をクリックします。


	
インストールされるアイテムが表示される次のページで、「続行」をクリックします。「Content Serverメッセージ」ページに、WebCenter Contentで正常にコンポーネントのアップロードおよびインストールが行われたというメッセージが表示されます。









2.4.2 SharePointConnectorの有効化

SharePointConnectorコンポーネントを有効化する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「管理」を選択し、さらに「管理サーバー」→「コンポーネント・マネージャ」を選択します。「コンポーネント・マネージャ」ページが表示されます。


	
「拡張コンポーネント・マネージャ」リンクをクリックします。「拡張コンポーネント・マネージャ」ページが表示されます。


図2-13 「拡張コンポーネント・マネージャ」ページ

[image: 図2-13の説明が続きます]





	
「無効なコンポーネント」リストで「SharepointConnector」を選択し、「有効化」をクリックします。「無効なコンポーネント」リストにSharepointConnectorコンポーネントが表示されない場合は、SharePointConnectorコンポーネントをインストールする必要があります。詳細は、2.4.1項を参照してください。

構成の変更内容を反映するには、コンテンツ・サーバー・インスタンスを再起動する必要があります。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理』のFusion Middleware Controlを使用したContent Serverの再起動に関する項を参照してください。









2.4.3 WebCenter Contentユーザーの作成

SharePointとの相互作用の際にコネクタが使用できるWebCenter Contentユーザーを作成する必要があります。このユーザーは、SharePointコンテンツをマップするすべてのWebCenter Contentセキュリティ・グループおよびアカウントに対する権限のある管理権限を持っている必要があります。このユーザーには、SharePointがWebCenter Contentとの接続に使用するコアWebCenter Contentサーバー・サービスに対する権限も必要です。






2.4.4 SPConnectorServices WSDLの作成

SPConnectorServices WSDLを作成する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「管理」、「Soap WSDL」の順に選択します。「WSDL情報」ページが表示されます。


	
SPConnectorServicesというWSDLを作成します。


	
SPConnectorServices WSDLに対して次のサービスを追加し、各サービスの応答パラメータおよびリクエスト・パラメータを更新します。


	
WSDLを生成します。





表2-1 SPConnectorServices WSDLのサービス

	サービス名	IdcService	応答パラメータ名	応答パラメータ・タイプ	リクエスト・パラメータ名	リクエスト・パラメータ・タイプ
	
CheckInArchive

	
CHECKIN_ARCHIVE

	
diD

	
Int

	
dID

dDocName

dDocTitle

IsNative

dDocAuthor

dSecurityGroup

Action

primaryFile

	
Int

String

String

Boolean

String

String

String

File


	
CheckInNewDocument

	
CHECKIN_NEW

	
dID

	
String

	
dDocType

dDocTitle

dDocAuthor

dSecurityGroup

primaryFile

dDocName

	
String

String

String

String

File

String


	
CheckInSelectedDocument

	
CHECKIN_SEL

	
diD

	
String

	
dID

dDocName

dDocTitle

dDocType

dDocAuthor

dSecurityGroup

dDocAccount

dRevLabel

primaryFile

	
Int

String

String

String

String

String

String

String

File


	
CheckOutDocument

	
CHECKOUT

	
なし

	
なし

	
dID

	
Int


	
DeleteDocument

	
DELETE_DOC

	
なし

	
なし

	
dID

dDocName

	
String

String


	
DeleteDocumentByRev

	
DELETE_REV

	
なし

	
なし

	
dID

	
Int


	
DiscardCheckOut

	
UNDO_CHECKOUT

	
なし

	
なし

	
dID

	
Int


	
GetDocFileByID

	
GET_FILE

	
downloadFile

	
File

	
diD

	
Int


	
PingServer

	
PING_SERVER

	
dUser

StatusMessage

	
String

String

	
なし

	
なし


	
UpdateDocumentInfo

	
UPDATE_DOCINFO

	
diD

	
String

	
dDocName

dID

dSecurityGroup

dDocAuthor

	
String

String

String

String


	
	
	
	
	
	











2.4.5 WebCenter Contentクラスタ環境設定

WebCenter Contentクラスタ環境にSharePointコネクタをインストールするには、第2.4.5.1項および第2.4.5.2項で述べた設定を行う必要があります。



2.4.5.1 コネクタ・コンポーネントによるWebCenter ContentからSharePointサービスへのアクセス

SharePointサービスにアクセスするには、WebLogic Server管理コンソールから管理対象サーバー起動パラメータを設定する必要があります。このためには、次の手順に従います。

	
WLS管理コンソールにログインします。


	
「ロックして編集」をクリックして編集モードを有効にします。


	
「環境」をクリックし、「サーバー」を選択します。


	
管理対象サーバー名(UCM Sever 1)をクリックします。


	
「構成」タブをクリックし、タブの2行目で「サーバーの起動」タブを選択します。


	
「引数」ボックスに、起動パラメータを入力します。


DUseSunHttpHandler=true


	
「保存」をクリックし、構成変更を保存します。


	
クラスタ設定の場合は、クラスタ内のノードごとに手順4から8を繰り返します。


	
「変更のアクティブ化」をクリックします。


	
管理コンソールを使用して、UCM管理サーバーを停止し、起動します。









2.4.5.2 コネクタ・コンポーネントによるSharePointからWebCenter Contentサービスへのアクセス

WebCenter Contentサービスにアクセスするには、OHSでWebルートを構成する必要があります。このためには、次の手順に従います。

	
次の場所にあるmod_wl_ohs.confファイルを開きます。


OHS_HOME/instances/ohs_instance1/config/OHS/ohs1/mod_wl_ohs.conf


	
mod_wl_ohs.confファイルに次の行を追加して、コンテキストURLの場所/_davを追加します。


#DAV
<Location /_dav>
WebLogicCluster ecmhost1:16200, ecmhost2:16200
SetHandler weblogic-handler
WLCookieName JSESSIONID 
</Location>


	
OHSサービスを再起動します。











2.4.6 スタブのデプロイメント

Oracle WebCenter Content製品にSharePointコネクタ機能がインストールされている場合、ドメインの作成後、Oracle WebLogic管理コンソールからstubs.jarライブラリを手動で追加する必要があります。管理対象サーバーを初めて起動する前に、Oracle WebCenter ContentのEARファイルのweblogic-application.xmlファイルにこのライブラリへの参照を追加する必要があります。

WebLogic WebCenter Contentドメインにstubs.jarを追加するには、次の手順を実行します。

	
ドメインの作成後、管理サーバーを起動します。管理対象WebCenter Contentサーバーがすでに起動されている場合、管理者は後で追加手順を実行し、デプロイされているWebCenter Contentサーバー・インスタンスへの参照を追加する必要があります。


	
ブラウザでWebLogicコンソールを開きます。左側のペインで「デプロイメント」をクリックします。各ページを参照し、WebLogic管理コンソール内にstubs.jarファイルがすでに存在するかどうかを確認します。すでに存在する場合は、これ以上の手順を実行する必要はありません。


	
stubs.jarファイルが存在しない場合は、「デプロイメント」表示で「インストール」をクリックします。ファイル選択ダイアログが開きます。使用可能なファイル・システムを参照し、次のパスでstubs.jarを選択します。

FMW_HOME/Oracle_ECM1/ucm/idc/components/SharePointConnector/lib/stubs.jar


	
「次へ」をクリックします。ファイルをライブラリとして選択するためのオプション・ページが開きます。「このデプロイメントをライブラリとしてインストールする」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「ターゲット選択」画面が開きます。すべてのターゲットを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「デプロイメント名」画面が開きます。「セキュリティ」セクションで、「DDのみ: デプロイメント・ディスクリプタ内に定義されたロールとポリシーのみを使用します。」を選択します。「ソースのアクセス可能性」セクションで、「すべてのターゲットにこのアプリケーションをコピーする」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「追加構成」セクションで、「はい、デプロイメントの構成画面に移動します。」を選択し、「終了」をクリックします。これで、ライブラリが使用環境にデプロイされます。




ドメインが作成された後に管理対象サーバーが少なくとも1回起動されている場合、次を実行します。

	
次の例のようなパスにあるデプロイ済WebCenter Contentドメイン内のOracle WebCenter Contentエンタープライズ・アプリケーションのweblogic-application.xmlを探します。

FMW_HOME/domain_path/servers/managed_server_name/tmp/_WL_user/Oracle Universal Content Management - Content Server/k6ggd/META-INF/weblogic-application.xml


	
META-INF/weblogic-application.xmlを変更し、ライブラリ参照として次の行を追加します。


<library-ref>

  <library-name>stubs</library-name>

</library-ref>


	
/FMW_HOME/domain path/servers/内にUCM_server1管理対象サーバーがない場合、この手順は必要ありません。これは、UCM_server1をこの場所にデプロイしたはずの管理対象サーバーが起動されていないためです。














3 構成


この章では、Microsoft SharePoint 2010でWebCenter Contentストレージ・コネクタを使用するように構成する必要のある様々な設定について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第3.1項「ファームレベル設定の構成」


	
第3.2項「コネクタのアクティブ化と構成」






3.1 ファームレベル設定の構成

この項では、接続設定の構成、ファーム・レベルでのセキュリティ設定の構成、およびWebCenter ContentフィールドとSharePointメタデータとのファーム・レベルでのマッピングの方法について説明します。



3.1.1 接続設定の構成

WebCenter ContentとSharePointファームとの接続性を確立するには、接続設定を構成する必要があります。

接続設定を構成する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「接続構成」をクリックします。「接続構成」ページが表示されます。


図3-1 「接続構成」ページ

[image: 図3-1の説明が続きます]





	
各フィールドに該当する情報を入力します。

次の表に、「SharePoint構成」リージョン内の各フィールドと、各フィールドに関連するアクションを示します。


	フィールド	説明
	
SharePoint Central Admin URL

	
WebCenter Contentに接続するMicrosoft SharePointファームのURLを入力します。


	
ユーザー名

	
Microsoft SharePoint 2010へのアクセスに使用するユーザー名を入力します。このユーザーは、SharePoint Central AdministrationサイトのSharePointファーム管理者グループに属している必要があります。詳細は、2.2.2.2項を参照してください。


	
パスワード

	
Microsoft SharePoint 2010へのアクセスに使用するユーザー名のパスワードを入力します。








次の表に、「WebCenter Content構成」リージョン内の各フィールドと、各フィールドに関連するアクションを示します。


	フィールド	説明
	
ユーザー名

	
WebCenter Contentの管理者ユーザー名を入力します。このユーザーは、すべてのWebCenter Contentセキュリティ・グループ、アカウントおよびサービスに対する権限のある管理権限を持っている必要があります。詳細は、2.4.3項を参照してください。


	
パスワード

	
このユーザー名のパスワードを入力します。








	
「保存」をクリックします。WebCenter ContentとSharePointファーム間の接続が確立されます。接続が確立されない場合は、エラー・メッセージが表示されます。




	
注意:

SharePointまたはWebCenter Contentのユーザー名、パスワードまたはその両方を変更する前に、UCMサーバーを再起動する必要があります。

















3.1.2 ファーム・レベルでのセキュリティ設定の構成

WebCenter Contentでのファイルの格納を有効にするには、ファーム・レベルでセキュリティ設定を構成する必要があります。デフォルトでは、ファームの階層内のすべての要素がグローバル・セキュリティ設定を継承します。

グローバル・セキュリティ設定を構成する手順は次のとおりです。

	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「セキュリティ構成」をクリックします。「セキュリティ構成」ページが表示されます。


図3-2 「セキュリティ構成」ページの「ファーム」タブ

[image: 図3-2の説明が続きます]





	
「ファーム」タブをクリックします。


	
「セキュリティ・グループ」ドロップダウン・リストから、ファームに対して構成するセキュリティ・グループを選択します。「セキュリティ・グループ」ドロップダウン・リストには、WebCenter Contentで使用可能なすべてのセキュリティ・グループが表示されます。




	
注意:

管理者は、サービス・アカウント・ユーザーが権限を持つセキュリティ・グループのみを構成する必要があります。










	
(オプション)「アカウントの選択」ドロップダウン・リストから、ファームに対して構成するセキュリティ・アカウントを選択します。

選択したセキュリティ・アカウントが「アカウント」フィールドに表示されます。必要に応じて「アカウント」フィールドのアカウント名を編集できます。


	
「保存」をクリックします。セキュリティ設定がファーム・レベルで適用されます。









3.1.3 WebCenter ContentフィールドとSharePointメタデータとのファーム・レベルでのマッピング

メタデータ・マッピングでは、WebCenter ContentフィールドにSharePointメタデータをマップできます。メタデータをマップすると、SharePointドキュメントがチェックインされるとき、またはWebCenter Contentに格納されているSharePointドキュメントのメタデータが更新されるときに、対応するWebCenter Contentフィールドのメタデータが更新されます。

ファイルがWebCenter Contentに格納されると、そのファイルのメタデータを「コンテンツ情報」ページで確認できます。メタデータ・マッピングに失敗した場合、SharePointファイルはWebCenter Contentに転送されません。

SharePointメタデータは、ファーム・レベルおよびドキュメント・ライブラリ・レベルでのみマップできます。ドキュメント・ライブラリ・レベルのメタデータ・マッピングは、ファーム・レベルのメタデータ・マッピングより優先されます。新しいドキュメント・ライブラリをSharePointに追加すると、そのドキュメント・ライブラリはファーム・レベルでデフォルトのメタデータ・マッピングを継承します。

すべての必須のWebCenter Contentフィールドにメタデータをマップする必要があります。必須のWebCenter Contentフィールドのいずれかにメタデータをマップしなかった場合、コネクタはSharePointドキュメントをWebCenter Contentに転送しません。

SharePointメタデータは、WebCenter Contentの標準フィールドまたはカスタム・フィールドにマップできます。次の表に、WebCenter Contentでサポートされているフィールド・タイプとSharePointでサポートされているメタデータの互換性を示します。


	WebCenter Contentフィールド・データ型	SharePointメタデータ・タイプ
	
ロングテキスト(200文字)

	
任意のタイプ


	
メモ(2000文字)

	
任意のタイプ


	
日付

	
日時


	
テキスト(30文字)

	
任意のタイプ


	
整数

	
整数、カウンタ


	
小数

	
数値











	
注意:

SharePointメタデータのコンテンツがWebCenter Contentのデータ型の制限より大きい場合、SharePointメタデータはトリミングされます。









ファーム・レベルでSharePointメタデータをWebCenter Contentフィールドにマップする手順は次のとおりです。




	
注意:

WebCenter Contentに新しいカスタム・フィールドを追加し、これを必須フィールドとして構成する場合は、SharePointメタデータをWebCenter Contentフィールドとマップする前に、WebCenter Contentデータベースを更新する必要があります。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentのマネージング』の「リポジトリ・フィールドとメタデータのカスタマイズ」の章を参照してください。









	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを選択し、さらに「メタデータ構成」→SharePointファームを選択します。ファームのメタデータ・マッピングが右側のペインに表示されます。


図3-3 「メタデータ構成」ページ

[image: 図3-3の説明が続きます]





	
デフォルトで、「WebCenter Contentのマップされたフィールド」グループおよび「マップされたフィールド値」リージョンには、SharePointメタデータをマップする必要のあるフィールドが表示されます。メタデータをマップする必要のあるフィールドは赤でハイライト表示され、アスタリスク(*)が付いています。




	
注意:

「タイトル」と「タイプ」は必須フィールドです。









(オプション) SharePointメタデータをマップするフィールドを追加できます。「WebCenter Contentの使用可能なフィールド」グループから追加するフィールドを選択し、右矢印をクリックします。選択したフィールドが「マップされたフィールド値」リージョンに表示されます。


	
「SharePointフィールド」リストから、WebCenter ContentフィールドとマップするSharePointメタデータを選択します。


	
「デフォルト値」フィールドに、WebCenter Contentの必須フィールドのデフォルト値を入力します。SharePointフィールドにメタデータが含まれていない場合、このデフォルト値がWebCenter Contentフィールドの値として設定されます。WebCenter Contentの必須フィールドのデフォルト値を入力しない場合、エラー・メッセージが表示されます。


	
「OK」をクリックします。SharePointメタデータがWebCenter Contentフィールドとマップされます。「選択したSharePointエンティティのメタデータ・マッピングに成功しました。」というメッセージが表示されます。











3.2 コネクタのアクティブ化と構成

この項では、SharePointコンテンツ・データベースのコネクタのアクティブ化、スコープ・ルールと条件の構成、場所のセキュリティ設定の構成、およびWebCenter ContentフィールドとSharePointメタデータとのドキュメント・ライブラリ・レベルでのマッピングの方法について説明します。



3.2.1 SharePointコンテンツ・データベースのコネクタのアクティブ化

SharePointコンテンツ・データベースをアクティブ化するには、まず、ファーム・レベルでのメタデータおよびセキュリティ・マッピングを構成する必要があります。詳細は、3.1.3項を参照してください。

SharePointコンテンツ・データベースのコネクタをアクティブ化すると、コネクタにより、このSharePointコンテンツ・データベースに属するサイト・コレクションで作成または更新されたドキュメントが外部化されます。コネクタは、SharePointからのドキュメントを外部化する際、このドキュメントがスコープ構成ルールに適合するかどうかを検証します。ドキュメントがスコープ構成ルールに適合する場合、これはWebCenter Contentに格納されます。ドキュメントがスコープ構成ルールに適合しない場合、またはネットワークの接続性に問題が発生した場合は、コネクタ・カスタム・データベースに格納されます。詳細は、第3.2.2項を参照してください。

SharePointコンテンツ・データベースのコネクタをアクティブ化する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「アクティブ化構成」をクリックします。「アクティブ化構成」ページが表示されます。


図3-4 「アクティブ化構成」ページ

[image: 図3-4の説明が続きます]





	
「Webアプリケーション」ドロップダウン・リストから、WebCenter Contentと関連付けるSharePointアプリケーションを選択します。選択したアプリケーションに関連付けられたコンテンツ・データベースのリストが表示されます。


	
「アクション」列で「アクティブ化」をクリックします。該当するSharePointコンテンツ・データベースでコネクタがアクティブ化されます。「アクティブ化」ボタンがグレー表示されている場合は、コンテンツ・データベースのRBSをインストールし、有効化する必要があります。詳細は、2.2.1項を参照してください。




	
注意:

SharePointコンテンツ・データベースでコネクタをアクティブ化した後で、接続構成時に構成したユーザーを、Webアプリケーションのユーザー・ポリシーから削除しないでください。

















3.2.2 スコープ・ルールと条件の構成

ドキュメントは、スコープ構成ルールおよび条件に適合する場合にのみ、WebCenter Contentに転送されます。コネクタは、SharePointからのドキュメントを転送する際、このドキュメントがスコープ構成ルールおよび条件に適合するかどうかを検証します。ドキュメントがスコープ構成ルールおよび条件に適合する場合、これはWebCenter Contentに格納されます。ドキュメントがスコープ構成ルールおよび条件に適合しない場合、またはネットワークの接続性に問題が発生した場合は、コネクタ・カスタム・データベースに格納されます。サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリごとに1つのスコープ構成ルールを構成できます。ファームの子要素は、親要素のスコープ構成ルールを継承します。

スコープ構成ルールは、次のパラメータに基づいて構成できます。

	
このルールを適用する場所。サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対してルールを構成できます。


	
ファイル・サイズ


	
ファイル・タイプ




次のSharePointサイト・コレクション階層について考えます。

	
サイト・コレクション1

	
サイトA

	
ドキュメント・ライブラリ1


	
ドキュメント・ライブラリ2










次のスコープ構成ルールについて考えます。

	
スコープ・ルール1

	
場所: サイト・コレクション1


	
条件1:

	
タイプ = PDF


	
サイズ >=0





	
条件2:

	
タイプ = DOC


	
サイズ >=0










	
スコープ・ルール2

	
場所: ドキュメント・ライブラリ1


	
条件1:

	
タイプ = DOC


	
サイズ >=1MB





	
条件2:

	
タイプ = XLS


	
サイズ >=1MB










	
サイトAとドキュメント・ライブラリ2のスコープ構成ルールはありません。




このSharePointサイト・コレクション階層およびスコープ構成ルールでは、次のシナリオと結果を検討します。


	シナリオ	結果
	
PDFファイルをドキュメント・ライブラリ2にアップロードします。

	
コネクタにより、このドキュメントがWebCenter Contentに転送されます。

このシナリオは、サイト・コレクション1に対して構成されたルール1、条件1 (ファイル・タイプ=PDF、ファイル・サイズ>=0)に適合します。ドキュメント・ライブラリ2にルール・セットはありませんでしたが、サイト・コレクション1のスコープ・ルールを継承します。


	
DOCファイルをドキュメント・ライブラリ2にアップロードします。

	
コネクタにより、このドキュメントがWebCenter Contentに転送されます。

このシナリオは、サイト・コレクション1に対して構成されたルール1、条件2 (ファイル・タイプ=DOC、ファイル・サイズ>=0)に適合します。ドキュメント・ライブラリ2にルール・セットはありませんでしたが、サイト・コレクション1のスコープ・ルールを継承します。


	
XLSファイルをドキュメント・ライブラリ2にアップロードします。

	
コネクタは、このドキュメントをWebCenter Contentに転送しません。

ドキュメント・ライブラリ2またはその親要素では、XLSファイルに対してスコープ・ルールは構成されていません。


	
PDFファイルをドキュメント・ライブラリ1にアップロードします。

	
コネクタにより、このドキュメントがWebCenter Contentに転送されます。

このシナリオは、サイト・コレクション1に対して構成されたスコープ・ルール1、条件1 (ファイル・タイプ=PDF、ファイル・サイズ>=0)に適合します。

ドキュメント・ライブラリ1ではPDFファイル・タイプに対してスコープ・ルールは構成されていませんでしたが、サイト・コレクション1のスコープ・ルールを継承します。


	
2MBのDOCファイルをドキュメント・ライブラリ1にアップロードします。

	
コネクタにより、このドキュメントがWebCenter Contentに転送されます。

このシナリオは、ドキュメント・ライブラリ1に対して構成されたルール2、条件1 (ファイル・タイプ=DOC、ファイル・サイズ>=1MB)に適合します。


	
1MBのXLSファイルをドキュメント・ライブラリ1にアップロードします。

	
コネクタにより、このドキュメントがWebCenter Contentに転送されます。

このシナリオは、ドキュメント・ライブラリ1に対して構成されたルール2、条件2 (ファイル・タイプ=XLS、ファイル・サイズ>=1MB)に適合します。


	
0.5MBのDOCファイルをドキュメント・ライブラリ1にアップロードします。

	
コネクタにより、このドキュメントがWebCenter Contentに転送されます。

このシナリオはドキュメント・ライブラリ1に対して構成されたスコープ・ルール2、条件1 (ファイル・タイプ=DOC、ファイル・サイズ>=1MB)に適合していませんが、サイト・コレクション1に対して構成されたスコープ・ルール1、条件1 (ファイル・タイプ=DOC、ファイル・サイズ>=0)には適合しています。ドキュメント・ライブラリ1は、サイト・コレクション1のスコープ・ルールを継承します。


	
0.5MBのXLSファイルをドキュメント・ライブラリ1にアップロードします。

	
コネクタは、このドキュメントをWebCenter Contentに転送しません。

このシナリオは、ドキュメント・ライブラリ1に対して構成されたスコープ・ルールには適合しません。アップロードしたXLSファイルのファイル・サイズは1MB未満であるのに対し、スコープ構成ルール2にはファイル・サイズが1MB以上に設定されている条件があります。ドキュメント・ライブラリ1の親要素では、XLSファイルに対してその他のスコープ・ルールは構成されていません。










3.2.2.1 スコープ構成ルールの追加

スコープ構成ルールを追加する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「スコープ構成」をクリックします。「スコープ構成」ページが表示されます。


図3-5 「スコープ構成」ホームページ

[image: 図3-5の説明が続きます]





	
「スコープ・ルールのリスト」リージョンで「新規追加」をクリックします。「スコープ構成」ページが表示され、ここで新しいスコープ構成ルールを追加できます。


図3-6 「スコープ構成」ページ

[image: 図3-6の説明が続きます]





	
「スコープ構成」ページの左側のペインで、スコープ構成ルールを構成するサイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリを選択します。


	
「ルール名」フィールドに、スコープ構成ルールの名前を入力します。




	
注意:

必須フィールドです。










	
ルールに条件を追加します。

	
「条件」リージョンで、「ファイル・サイズ」ドロップダウン・リストから演算子を選択します。


	
「ファイル・サイズ」フィールドで、演算子を選択し、ファイル・サイズの値を入力します。




	
注意:

必須フィールドです。整数値を入力する必要があります。入力する値は、ドキュメントのアップロード・サイズに対するSharePointの制限に適合している必要があります。










	
「ファイル・タイプ」フィールドに、コネクタがSharePointからWebCenter Contentに転送する必要のあるファイルのタイプを入力します。すべてのタイプのファイルをSharePointからWebCenter Contentに転送する場合、allと入力します。




	
注意:

必須フィールドです。

ファイル・タイプの前にはドットを付けないでください。たとえば、.pdfではなくpdfとする必要があります。

ファイル・タイプでは大文字と小文字が区別されません。たとえば、PDFファイル・タイプを転送するには、pdfまたはPDFを使用できます。

一度に入力できるファイル・タイプは1つのみです。このルールに、WebCenter Contentに転送するファイル・タイプごとに個別の条件を追加する必要があります。すべてのタイプのファイルをSharePointからWebCenter Contentに転送する場合、allと入力します。










	
「追加」をクリックします。このルールに条件が追加されます。このルールに別の条件を追加するには、手順aからdを繰り返します。





	
「保存」をクリックします。選択したサイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対して、スコープ構成ルールが追加されます。









3.2.2.2 スコープ構成ルールの更新

「スコープ構成」ホームページの「スコープ・ルールのリスト」表には、サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対して構成したルールが表示されます。新しい条件を追加したり、既存の条件を削除することで、スコープ構成ルールを更新できます。

スコープ構成ルールを更新する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「スコープ構成」をクリックします。「スコープ構成」ページに、既存のスコープ構成ルールのリストが表示されます。


図3-7 「スコープ構成」ホームページ

[image: 図3-7の説明が続きます]





	
「スコープ・ルールのリスト」リージョンの、更新するルールの行で、「編集」をクリックします。「スコープ・ルール構成」ページが表示され、ここでルールを編集できます。


図3-8 「スコープ構成」ページ

[image: 図3-8の説明が続きます]





	
「スコープ構成」ページの左側のペインで、スコープ構成ルールを構成するサイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリを選択します。


	
(オプション)スコープ構成ルールに新しい条件を追加します。

	
「条件」リージョンで、「ファイル・サイズ」ドロップダウン・リストから演算子を選択します。


	
「ファイル・サイズ」フィールドで、演算子を選択し、ファイル・サイズの値を入力します。




	
注意:

必須フィールドです。整数値を入力する必要があります。入力する値は、ドキュメントのアップロード・サイズに対するSharePointの制限に適合している必要があります。










	
「ファイル・タイプ」フィールドに、コネクタがSharePointからWebCenter Contentに転送する必要のあるファイルのタイプを入力します。すべてのタイプのファイルをSharePointからWebCenter Contentに転送する場合、allと入力します。




	
注意:

必須フィールドです。

ファイル・タイプの前にはドットを付けないでください。たとえば、.pdfではなくpdfとする必要があります。

ファイル・タイプでは大文字と小文字が区別されません。たとえば、PDFファイル・タイプを転送するには、pdfまたはPDFを使用できます。

一度に入力できるファイル・タイプは1つのみです。このルールに、WebCenter Contentに転送するファイル・タイプごとに個別の条件を追加する必要があります。すべてのタイプのファイルをSharePointからWebCenter Contentに転送する場合、allと入力します。










	
「追加」をクリックします。このルールに条件が追加されます。このルールに別の条件を追加するには、手順aからdを繰り返します。





	
(オプション)スコープ構成ルールから条件を削除します。スコープ構成ルールから条件を削除するには、「条件」リージョンにある、削除する条件の行で、「削除」をクリックします。


	
「保存」をクリックします。スコープ構成ルールが更新されます。









3.2.2.3 スコープ構成ルールの削除

サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対して構成したスコープ構成ルールを削除できます。スコープ構成ルールを削除した後、コネクタがWebCenter Contentに転送したドキュメントは、WebCenter Contentに留まります。これらのドキュメントがSharePointで更新された場合、コネクタは引き続きWebCenter Contentでこれらを更新します。ただし、SharePoint内の新しいドキュメントについては、たとえそれが削除したスコープ構成ルールに適合していても、コネクタはWebCenter Contentに転送しません。

スコープ構成ルールを削除する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「スコープ構成」をクリックします。「スコープ構成」ページに、既存のスコープ構成ルールのリストが表示されます。


図3-9 「スコープ構成」ホームページ

[image: 図3-9の説明が続きます]





	
「スコープ・ルールのリスト」リージョンの、削除するルールの行で、「削除」をクリックします。スコープ構成ルールが削除されます。











3.2.3 場所に対するセキュリティ設定の構成(オプション)

サイト・コレクション、サイト、ドキュメント・ライブラリなど、場所に対してセキュリティ設定を構成できます。「マップされたセキュリティ構成」ページに、セキュリティ設定が構成されるそれぞれの場所がリストされます。


図3-10 「セキュリティ構成」ページの「マッピング」タブ

[image: 図3-10の説明が続きます]





次の表では、「マッピング」タブに表示されるフィールドについて説明します。


	要素	説明
	
名前

	
セキュリティ設定が構成されるサイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリを表示します。


	
値

	
サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対して構成したセキュリティ・グループおよびセキュリティ・アカウントを表示します。


	
アクション

	
「削除」をクリックして、サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対して構成したセキュリティ設定を削除します。

詳細は、3.2.3.2項を参照してください。


	
すべて削除

	
「すべて削除」をクリックして、グリッド内のすべてのサイト・コレクション、サイトおよびドキュメント・ライブラリに対して構成したセキュリティ設定を削除します。

詳細は、3.2.3.2項を参照してください。


	
マッピングの追加

	
「マッピングの追加」をクリックして、サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対してセキュリティ設定を構成します。

詳細は、3.2.3.1項を参照してください。










3.2.3.1 サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対するセキュリティ設定の構成

セキュリティ設定を構成する手順は次のとおりです。

	
「マッピング」タブで、「マッピングの追加」をクリックします。「新規マッピングの追加」ページが表示されます。


図3-11 「新規マッピングの追加」ページ

[image: 図3-11の説明が続きます]





	
SharePointファームから、サイト・コレクション、サイト、ドキュメント・ライブラリなど、セキュリティ設定を構成する場所を選択します。




	
注意:

同時に複数のサイト・コレクション、サイトおよびドキュメント・ライブラリに対してセキュリティ設定を構成できます。










	
「セキュリティ・グループ」ドロップダウン・リストから、選択した場所に対して構成するセキュリティ・グループを選択します。




	
注意:

管理者は、サービス・アカウント・ユーザーが権限を持つセキュリティ・グループのみを構成する必要があります。










	
(オプション)「アカウントの選択」ドロップダウン・リストから、選択した場所に対して構成するセキュリティ・アカウントを選択します。選択したセキュリティ・アカウントが「アカウント」フィールドに表示されます。必要に応じて「アカウント」フィールドのアカウント名を編集できます。


	
「保存」をクリックします。グリッドにセキュリティ設定が構成されるサイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリが表示されます。









3.2.3.2 サイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対するセキュリティ設定の削除

サイト・コレクション、サイト、ドキュメント・ライブラリなど、場所に対して構成したセキュリティ設定を削除できます。「マッピング」タブの、セキュリティ設定を削除する場所の行で、「削除」をクリックします。場所のセキュリティ設定を削除すると、この場所は自動的に直接の親の場所に対して構成されているセキュリティ設定を継承します。

「マップされたセキュリティ構成」ページに表示されるすべてのサイト・コレクション、サイトまたはドキュメント・ライブラリに対して構成したセキュリティ設定を削除することもできます。「マッピング」タブで、「すべて削除」をクリックします。すべての場所に対して構成したセキュリティ設定をすべて削除すると、それらの場所は自動的にファーム・レベルで構成されているセキュリティ設定を継承します。








3.2.4 WebCenter ContentフィールドとSharePointメタデータとのドキュメント・ライブラリ・レベルでのマッピング(オプション)

WebCenter ContentフィールドとSharePointメタデータは、ドキュメント・ライブラリ・レベルでもマップできます。ドキュメント・ライブラリ・レベルのメタデータ・マッピングは、ファーム・レベルのメタデータ・マッピングより優先されます。新しいドキュメント・ライブラリをSharePointに追加すると、そのドキュメント・ライブラリはファーム・レベルでデフォルトのメタデータ・マッピングを継承します。

ドキュメント・ライブラリ・レベルでSharePointメタデータをWebCenter Contentフィールドにマップする手順は次のとおりです。




	
注意:

WebCenter Contentに新しいカスタム・フィールドを追加し、これを必須フィールドとして構成する場合は、SharePointメタデータをWebCenter Contentフィールドとマップする前に、WebCenter Contentデータベースを更新する必要があります。データベースを更新しない場合、エラー・メッセージが表示されます。









	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「メタデータ構成」をクリックします。「メタデータ構成」ページが表示されます。


図3-12 「メタデータ構成」ページ

[image: 図3-12の説明が続きます]





	
ナビゲーション・ツリーでSharePointファームを開き、該当するドキュメント・ライブラリを選択します。選択したドキュメント・ライブラリのメタデータ・マッピングが右側のペインに表示されます。


	
デフォルトで、「WebCenter Contentのマップされたフィールド」グループおよび「マップされたフィールド値」リージョンには、SharePointメタデータをマップする必要のあるフィールドが表示されます。メタデータをマップする必要のあるフィールドは赤で表示され、アスタリスク(*)が付いています。選択したフィールドが「マップされたフィールド値」リージョンに表示されます。




	
注意:

「タイトル」と「タイプ」は必須フィールドです。









(オプション) SharePointメタデータをマップするフィールドを追加できます。「WebCenter Contentの使用可能なフィールド」グループから追加するフィールドを選択し、右矢印をクリックします。


	
「SharePointフィールド」リストから、WebCenter ContentフィールドとマップするSharePointメタデータを選択します。


	
「デフォルト値」フィールドに、WebCenter Contentの必須フィールドのデフォルト値を入力します。SharePointフィールドにメタデータが含まれていない場合、このデフォルト値がWebCenter Contentフィールドの値として設定されます。WebCenter Contentの必須フィールドのデフォルト値を入力しない場合、エラー・メッセージが表示されます。


	
「OK」をクリックします。SharePointメタデータがWebCenter Contentフィールドとマップされます。「選択したSharePointエンティティのメタデータ・マッピングに成功しました。」というメッセージが表示されます。




	
注意:

フィールドをクリアするには「リセット」をクリックします。このページで、SharePointメタデータとWebCenter Contentフィールドを再度マップできます。






















4 移行


移行構成により、SharePointコンテンツ・データベースに格納されているドキュメントをWebCenter Contentに転送できます。

逆に、WebCenter Contentに格納されているドキュメントをSharePointコンテンツ・データベースにコピーすることもできます。SharePointコンテンツ・データベースに格納されているドキュメントは、まずコネクタ・カスタム・データベースに外部化されます。スコープ構成ルールに応じて、その後ドキュメントはWebCenter Contentに転送されます。

「移行の構成」ホームページで、表に移行履歴が表示されます。

「移行の構成」ページには、進行中の移行ジョブのステータスを更新する、1分ごとの自動リフレッシュ機能があります。

移行ジョブのステータスは次のいずれかになります。

	
移行ジョブを開始すると、ジョブのステータスは「開始済」と表示されます。「開始済」のステータスは、移行プロセスの開始は完了したが、ドキュメントの移行はまだ始まっていないことを意味します。


	
移行ジョブを開始し、コネクタが移行プロセスを開始すると、ジョブのステータスは「処理中です」と表示されます。


	
移行ジョブが完了すると、ジョブのステータスは「完了」と表示されます。


	
移行プロセスが正常に完了しなかった場合、移行ジョブのステータスは「中止」と表示されます。




	
注意:

一度に開始できる移行ジョブは1つのみです。












この章の内容は、次のとおりです。

	
第4.1項「外部化移行」


	
第4.2項「スコープベースの移行」






4.1 外部化移行

外部化移行により、SharePointコンテンツ・データベースに格納されているドキュメントは、コネクタ・カスタム・データベースに外部化されます。コンテンツ・データベースの外部化移行を開始する前に、他の移行ジョブがスケジュールまたは実行されていないことを確認する必要があります。

外部化移行を開始する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「移行の構成」をクリックします。「移行の構成」ページが表示されます。


図4-1 「移行の構成」ホームページ

[image: 図4-1の説明が続きます]





	
「Webアプリケーション」ドロップダウン・リストから、SharePoint Webアプリケーションを選択します。


	
「コンテンツ・データベース」ドロップダウン・リストから、コネクタ・カスタム・データベースに移行するコンテンツのあるコンテンツ・データベースを選択します。選択したコンテンツ・データベースのステータスが「Content DBステータス」フィールドに表示されます。




	
注意:

選択したコンテンツ・データベースは、WCCActivatedのステータスである必要があります。










	
「新規移行ジョブ」をクリックします。「新規移行ジョブ」ページが表示されます。


図4-2 「新規移行ジョブ」ページ

[image: 図4-2の説明が続きます]








	
注意:

「新規移行ジョブ」ボタンは、コンテンツ・データベースのステータスがWCCActivatedまたはWCCDeactivatedの場合にのみ使用可能です。










	
「移行タイプ」オプション・グループで、「外部化」を選択します。


	
「開始」をクリックします。コネクタが、選択したコンテンツ・データベースに対して外部化移行プロセスを開始します。移行タスクのステータスは、「移行の構成」ホームページの「ジョブ履歴」表に表示されます。









4.2 スコープベースの移行

スコープベースの移行では、スコープ構成ルールに適合しているかどうかに応じて、ドキュメントをコネクタ・カスタム・データベースからWebCenter Contentに転送できます。スコープベースの移行では、失敗のしきい値を設定することもできます。スコープベースの移行中に、ドキュメントの失敗回数がこのしきい値に達すると、移行プロセスは中止されます。




	
注意:

アクティブ化の前にドキュメントがSharePointコンテンツ・データベースに追加された場合、スコープベースの移行を進める前にそのドキュメントを外部化する必要があります。詳細は、第4.1項を参照してください。









スコープベースの移行を開始する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「移行の構成」をクリックします。「移行の構成」ページが表示されます。図4-1を参照してください。


	
「Webアプリケーション」ドロップダウン・リストから、SharePoint Webアプリケーションを選択します。


	
「コンテンツ・データベース」ドロップダウン・リストから、コネクタ・カスタム・データベースからWebCenter Contentに移行するドキュメントのあるコンテンツ・データベースを選択します。選択したコンテンツ・データベースのステータスが「Content DBステータス」フィールドに表示されます。




	
注意:

選択したコンテンツ・データベースは、WCCActivatedのステータスである必要があります。










	
「新規移行ジョブ」をクリックします。「新規移行ジョブ」ページが表示されます。


図4-3 「新規移行ジョブ」ページ

[image: 図4-3の説明が続きます]








	
注意:

「新規移行ジョブ」ボタンは、コンテンツ・データベースのステータスがWCCActivatedまたはWCCDeactivatedの場合にのみ使用可能です。










	
「移行タイプ」オプション・グループで、「ScopeBased」を選択します。


	
「しきい値」フィールドに、ドキュメントの失敗数を入力します。移行に失敗したドキュメントの数がこのしきい値に達すると、移行は停止します。移行ジョブのステータスは「中止」と表示されます。


	
「開始」をクリックします。コネクタが、選択したコンテンツ・データベースに対してスコープベースの移行プロセスを開始します。移行タスクのステータスは、「移行の構成」ホームページの「ジョブ履歴」表に表示されます。












5 ドキュメントの格納と操作


この章では、Microsoft SharePoint 2010でOracle WebCenter Contentストレージ・コネクタを使用する際のドキュメントの格納と操作について説明します。

SharePointユーザーがドキュメントを作成または更新すると、そのドキュメントはWebCenter Contentまたはコネクタ・カスタム・データベースに格納されます。コネクタは、SharePointからのドキュメントを転送する際、このドキュメントがスコープ構成ルールに適合するかどうかを検証します。ドキュメントがスコープ構成ルールに適合する場合、これはWebCenter Contentに格納されます。ドキュメントがスコープ構成ルールに適合しない場合、またはネットワークの接続性に問題が発生した場合は、コネクタ・カスタム・データベースに格納されます。詳細は、第3.2.2項を参照してください。




	
注意:

	
WebCenter Contentのワークフロー処理は、SharePointドキュメントには適用できません。


	
SharePointとWebCenter Content間の接続の確立に使用するシステム・アカウントを、WebCenter Contentでのドキュメント操作に使用することはできません。これは、コネクタ操作専用にする必要があります。












この章の内容は、次のとおりです。

	
第5.1項「SharePointでのドキュメントの作成または更新時のWebCenter Contentでのドキュメントの格納」


	
第5.2項「SharePointでのドキュメントの読取りまたはダウンロード時のWebCenter Contentからのドキュメントの取得」


	
第5.3項「WebCenter Contentからのドキュメントの削除」


	
第5.4項「WebCenter Contentでのドキュメントの操作」






5.1 SharePointでのドキュメントの作成または更新時のWebCenter Contentでのドキュメントの格納

ユーザーがSharePointでドキュメントまたはメタデータを作成または更新する際に生じる可能性のあるシナリオは次のとおりです。


	シナリオ	結果
	
SharePointでメジャー・バージョニングが有効です。

	
WebCenter Contentでドキュメントの新しいメジャー・バージョンが作成されます。


	
SharePointでメジャーおよびマイナー・バージョニングが有効です。

	
WebCenter Contentでドキュメントの新しいバージョンが作成されます。ドキュメント・バージョンは、SharePointとWebCenter Contentで構成されているメジャーおよびマイナー・バージョン設定に基づいています。


	
SharePointでバージョニングが有効ではありません。

	
SharePointおよびWebCenter Contentにおいて、ドキュメントの更新バージョンが既存のバージョンを上書きします。


	
ドキュメントが、WebCenter Contentで構成されているスコープ構成ルールに適合します。

	
ドキュメントはWebCenter Contentに格納されます。


	
ドキュメントが、WebCenter Contentで構成されているスコープ構成ルールに適合しません。

	
ドキュメントはコネクタ・カスタム・データベースに格納されます。


	
接続性、転送失敗またはメタデータ・マッピングの問題が発生します。

	
ドキュメントはコネクタ・カスタム・データベースに格納されます。












5.2 SharePointでのドキュメントの読取りまたはダウンロード時のWebCenter Contentからのドキュメントの取得

SharePointユーザーは、SharePointドキュメント・ライブラリからドキュメントを読んだり、ダウンロードすることが可能です。ユーザーがドキュメントを開いて読むとき、そのドキュメントはWebCenter Contentまたはコネクタ・カスタム・データベースから取得され、SharePointのネイティブ・アプリケーションで表示されます。






5.3 WebCenter Contentからのドキュメントの削除

ユーザーがSharePointドキュメント・ライブラリまたはごみ箱からドキュメントを削除する場合、これらのドキュメントはWebCenter Contentから自動的に削除されません。WebCenter Contentからドキュメントを削除できるのは、ドキュメントをSharePointドキュメント・ライブラリとSharePointのごみ箱の両方から削除した場合のみです。WebCenter Contentからドキュメントを削除するには、RBS Maintainerユーティリティを実行します。詳細は、http://technet.microsoft.com/en-us/library/ff943565(v=office.14).aspxを参照してください。






5.4 WebCenter Contentでのドキュメントの操作

WebCenter Contentユーザーは、WebCenter Contentに格納されているSharePointドキュメントに対し、WebCenter Contentで次の操作を実行できます:

	
WebCenter Contentユーザーが権限を持つドキュメントをダウンロードします。


	
WebCenter Content内のSharePointドキュメント・メタデータおよびコンテンツ情報を表示します。


	
マップされていないWebCenter Contentフィールドのドキュメント・メタデータを更新します。




	
注意:

マップされているWebCenter Contentフィールドのドキュメント・メタデータは更新できません。










	
ドキュメントをサブスクライブします。












6 ログ情報


この章では、SharePointおよびWebCenter Contentで、ログ情報を表示する方法およびログ設定を更新する方法を説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第6.1項「SharePointでのログ設定の変更」


	
第6.2項「SharePointでのログの表示」


	
第6.3項「WebCenter Contentでのログ設定の変更」


	
第6.4項「WebCenter Contentでのイベント・ログの表示」






6.1 SharePointでのログ設定の変更

SharePointでは、デフォルトでトレース・ログおよびイベント・ログを生成します。このログ設定を変更したり、ロギング・レベルを変更することが可能です。SharePointでログ設定を変更する手順は次のとおりです。

	
SharePoint Central Administrationに管理者としてログオンします。


	
SharePoint Central Administrationの左側のナビゲーション・ペインで、「Monitoring」をクリックします。「Monitoring」ページが表示されます。


図6-1 「Monitoring」ページ

[image: 図6-1の説明が続きます]





	
「Reporting」の下で、「Configure Diagnostic Logging」をクリックします。「Diagnostic Logging」ページが表示されます。


図6-2 「Diagnostic Logging」ページ

[image: 図6-2の説明が続きます]





	
「Category」リストから、「WebCenter Content Connector」を選択し、ログ設定を変更するWebCenter Contentコネクタの領域を選択します。


図6-3 「WebCenter Content Connector」カテゴリ

[image: 図6-3の説明が続きます]





	
「Least critical event to report to the event log」ドロップダウン・リストから、イベント・ログのレベルを選択します。




	
注意:

イベント・ログはWindowsのログです。SharePointは、デフォルトでは、Warning以上のレベルのイベント・ログを生成します。










	
「Least critical event to report to the trace log」ドロップダウン・リストから、トレース・ログのレベルを選択します。




	
注意:

トレース・ログはSharePointのログです。SharePointは、デフォルトでは、High以上のレベルのトレース・ログを生成します。









次の表で、ログ・レベルについて説明します。


	ログ・レベル	説明
	
CriticalおよびUnexpected

	
機能中に重大なエラーが発生し、コネクタがそのエラーを処理できない場合、SharePointはCriticalおよびUnexpectedのレベルのログを生成します。


	
WarningおよびHigh

	
実行中に重大なエラーが発生した場合、コネクタはその機能を続行し、WindowsはWarningおよびHighのレベルのログを生成します。


	
Verbose

	
これらは情報のメッセージとログです。















6.2 SharePointでのログの表示

構成したレベルで生成されたログを表示できます。

イベント・ログを表示する手順は次のとおりです。

	
Windowsシステムで、「スタート」をクリックします。


	
「プログラムとファイルの検索」フィールドにEvent Viewerを入力し、[Enter]を押します。「イベント ビューアー」ページで、イベント・ログが表示されます。




トレース・ログを表示するには、次のパスにナビゲートします。


C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\14\LOGS






6.3 WebCenter Contentでのログ設定の変更

WebCenter Contentでは、デフォルトで、情報レベル以外のすべてのレベルのログを生成します。設定を変更したり、詳細なログを有効にすることが可能です。

WebCenter Contentでログ設定を変更する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「管理」、「システム監査情報」の順に選択します。「システム監査情報」ページが表示されます。


図6-4 WebCenter Contentホームページ

[image: 図6-4の説明が続きます]





	
(オプション)詳細レベルのログを有効にするには、「トレース・セクション情報」リージョンで「完全な詳細トレース」を選択します。


	
「アクティブなセクション」フィールドで、SharePointConnectorを入力し、「更新」をクリックします。変更されたログ設定が保存されます。

ログ設定の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理』を参照してください。









6.4 WebCenter Contentでのイベント・ログの表示

WebCenter Contentでイベント・ログを表示する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「管理」、「ログ・ファイル」の順に選択し、「システム監査情報」をクリックします。「システム監査情報」ページが表示されます。


図6-5 「システム監査情報」ページ

[image: 図6-5の説明が続きます]





	
上部のナビゲーション・ペインで、「サーバー出力の表示」をクリックします。ログが表示されます。












7 コネクタの非アクティブ化とアンインストール


この章では、Microsoft SharePoint 2010のためのWebCenter Contentストレージ・コネクタを非アクティブ化およびアンインストールする方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第7.1項「SharePointコンテンツ・データベース用のコネクタの非アクティブ化とクリーンアップ」


	
第7.2項「SharePointとWebCenter Content間の接続の削除」


	
第7.3項「アンインストール」






7.1 SharePointコンテンツ・データベース用のコネクタの非アクティブ化とクリーンアップ

この項では、SharePointコンテンツ・データベースでコネクタを非アクティブ化し、逆移行を実行して、RBS Maintainerユーティリティを実行し、SharePointコンテンツ・データベースのコネクタをクリーンアップする方法について説明します。



7.1.1 SharePointコンテンツ・データベースでのコネクタの非アクティブ化

SharePointコンテンツ・データベースでのコネクタの非アクティブ化により、SharePointコンテンツ・データベースに対して構成したセキュリティ、メタデータおよびスコープ構成設定が削除されます。SharePointコンテンツ・データベースのコネクタを非アクティブ化すると、コネクタにより、このSharePointコンテンツ・データベースに属するサイト・コレクションで作成または更新されたドキュメントが外部化されなくなります。これらのドキュメントはSharePointコンテンツ・データベースに格納されます。ただし、コネクタを非アクティブ化する前にすでに外部化されていたドキュメントは、コネクタ・カスタム・データベースまたはWebCenter Contentに留まります。

SharePointコンテンツ・データベースでコネクタを非アクティブ化する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「アクティブ化構成」をクリックします。「アクティブ化構成」ページが表示されます。図3-4を参照してください。


	
「Webアプリケーション」ドロップダウン・リストから、非アクティブ化するコンテンツ・データベースを含むSharePoint Webアプリケーションを選択します。選択したWebアプリケーションのコンテンツ・データベースのリストが表示されます。


	
「アクション」列で、該当するSharePointコンテンツ・データベースに対して「非アクティブ化」をクリックします。









7.1.2 逆移行の実行

逆移行では、WebCenter Contentおよびコネクタ・カスタム・データベースに格納されているドキュメントをSharePointコンテンツ・データベースにコピーできます。

逆移行を開始する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「移行の構成」をクリックします。「移行の構成」ページが表示されます。


図7-1 「移行の構成」ホームページ

[image: 図7-1の説明が続きます]





	
「Webアプリケーション」ドロップダウン・リストから、SharePoint Webアプリケーションを選択します。


	
「コンテンツ・データベース」ドロップダウン・リストから、WebCenter Contentおよびコネクタ・カスタム・データベースからSharePointコンテンツ・データベースにコピーするコンテンツのあるコンテンツ・データベースを選択します。選択したコンテンツ・データベースのステータスが「Content DBステータス」フィールドに表示されます。




	
注意:

選択したコンテンツ・データベースは、WCCDeactivatedのステータスである必要があります。










	
「新規移行ジョブ」をクリックします。「新規移行ジョブ」ページが表示されます。


図7-2 「新規移行ジョブ」ページ

[image: 図7-2の説明が続きます]








	
注意:

「新規移行ジョブ」ボタンは、コンテンツ・データベースのステータスがWCCActivatedまたはWCCDeactivatedの場合にのみ使用可能です。










	
「移行タイプ」オプション・グループで、「戻す」を選択します。


	
「開始」をクリックします。コネクタが、選択したコンテンツ・データベースに対して逆移行プロセスを開始します。移行タスクのステータスは、「移行の構成」ホームページの「ジョブ履歴」表に表示されます。









7.1.3 RBS Maintainerユーティリティの実行

WebCenter Contentからドキュメントを削除したり、その他のRBS Maintainer操作を実行するには、RBS Maintainerユーティリティを実行する必要があります。詳細は、5.3項を参照してください。






7.1.4 SharePointコンテンツ・データベースのコネクタのクリーンアップ

SharePointコンテンツ・データベースのコネクタをクリーンアップする前に、RBS Maintainerを実行する必要があります。詳細は、7.1.3項を参照してください。

SharePointコンテンツ・データベースのコネクタをクリーンアップする手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「SharePointコネクタ」トレイを開き、「アクティブ化構成」をクリックします。「アクティブ化構成」ページが表示されます。


図7-3 「アクティブ化構成」ページ

[image: 図7-3の説明が続きます]





	
「Webアプリケーション」ドロップダウン・リストから、クリーンアップするコンテンツ・データベースを含むSharePoint Webアプリケーションを選択します。選択したWebアプリケーションのコンテンツ・データベースのリストが表示されます。


	
「クリーンアップ」をクリックします。











7.2 SharePointとWebCenter Content間の接続の削除

SharePointとWebCenter Content間の接続を削除する前に、WebCenter Contentと接続したすべてのSharePointコンテンツ・データベースの非アクティブ化およびクリーンアップ・プロセスを実行する必要があります。詳細は、7.1.1項を参照してください。

すべてのコンテンツ・データベースを非アクティブ化したら、「接続構成」ページで「削除」をクリックします。






7.3 アンインストール

この項では、SharePoint環境およびWebCenter Content環境から、Microsoft SharePoint 2010用のWebCenter Contentストレージ・コネクタをアンインストールする方法について説明します。



7.3.1 SharePoint環境からのコネクタのアンインストール

この項では、コネクタをアンインストールおよび撤回し、WebCenter Content RBSプロバイダを登録解除する方法について説明します。



7.3.1.1 コネクタのアンインストールと撤回

コネクタをアンインストールする前に、SharePointとWebCenter Content間で構成されている接続を削除する必要があります。詳細は、7.2項を参照してください。

SharePointファームからコネクタをアンインストールする手順は次のとおりです。

	
コネクタをアンインストールするSharePoint Serverで、管理者としてSharePoint 2010管理シェルを開きます。


	
ディレクトリを、WCCConnector.zipパッケージを抽出した場所に変更します。詳細は、2.3.1項を参照してください。


	
SharePointファームからコネクタをアンインストールするには、次のコマンドを使用します。


.\WCCConnectorInstaller.exe Uninstall



図7-4 アンインストール・コマンドと出力

[image: 図7-4の説明が続きます]





	
コネクタをアンインストールするかどうかを尋ねられたら、[Y]を押し、さらに[Enter]を押します。


	
SharePointファームからWCCConnector WSPを撤回するには、次のコマンドを使用します。


.\RetractSolution.ps1



図7-5 ソリューションの撤回コマンドと出力

[image: 図7-5の説明が続きます]












7.3.1.2 WebCenter Content RBSプロバイダの登録解除

コネクタをアンインストールしたサーバーを除き、SharePointファーム内の各サーバーから、WebCenter Content RBSプロバイダを登録解除する必要があります。単一サーバーSharePointファーム環境の場合は、この手順を実行する必要はありません。SharePointファームからWebCenter Content RBSプロバイダを登録解除する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Content RBSプロバイダを登録解除するSharePoint Serverで、管理者としてSharePoint 2010管理シェルを開きます。


	
ディレクトリを、WCCConnector.zipパッケージを抽出した場所に変更します。詳細は、2.3.1項を参照してください。


	
次のコマンドを使用します。


.\WCCConnectorInstaller.exe UnregisterProvider



図7-6 プロバイダの登録解除コマンドと出力

[image: 図7-6の説明が続きます]














7.3.2 WebCenter Contentでのコネクタの無効化

WebCenter Contentでコネクタを無効化する手順は次のとおりです。

	
WebCenter Contentに管理者としてログオンします。


	
コンテンツ・サーバー・ポータルで、「管理」を選択し、さらに「管理サーバー」→「コンポーネント・マネージャ」を選択します。「コンポーネント・マネージャ」ページが表示されます。図2-10を参照してください。


	
「拡張コンポーネント・マネージャ」リンクをクリックします。「拡張コンポーネント・マネージャ」ページが表示されます。図2-11を参照してください。


	
「有効なコンポーネント」リストで、「SharepointConnector」を選択し、「無効化」をクリックします。


	
「コンポーネントのアンインストール」ドロップダウン・リストから「SharepointConnector」を選択し、「アンインストール」をクリックします。














A トラブルシューティング


この付録では、Microsoft SharePoint 2010用にWebCenter Contentストレージ・コネクタを使用する際に発生する可能性のある一般的な問題と、その解決方法について説明します。

この付録では次の項について説明します。

	
第A.1項「トラブルシューティングの概要」


	
第A.2項「一般的な問題の解決」


	
第A.3項「よくある質問」


	
第A.4項「Oracle Supportを使用したその他のトラブルシューティング情報」




表示される可能性のあるエラー・メッセージの詳細は、この付録に加えて、Oracle Fusion Middlewareエラー・メッセージ・リファレンスを参照してください。



A.1 トラブルシューティングの概要

この項では、この章の情報を使用する際のガイドラインとプロセスを示します。次のガイドラインおよびプロセスに従うことで、作業の焦点を問題解決に絞り、問題解決までの時間を短縮できます。


ガイドライン

この章の情報を使用する際は、次のことをお薦めします。

	
この章の解決策を実行した後すぐに、このトラブルシューティング情報を利用するきっかけとなった失敗したタスクを再試行します。再試行してもタスクが失敗する場合、この章に記載されている他の解決策を実行し、再度失敗したタスクを実行します。このプロセスを問題が解決するまで繰り返します。


	
実行した解決策、確認された現象およびトラブルシューティング中に収集したデータを記録しておきます。この章の情報を使用しても問題が解決されずサービス・リクエストを記録することになった場合、これらの情報があると迅速な問題解決につながります。





プロセス

この章の情報を利用する場合は、表A-1に概要を示したプロセスに従ってください。特定の項の情報でも問題を解決できない場合は、このプロセスの次のステップに進んでください。


表A-1 この章の情報を利用するためのプロセス

	手順	使用する項	目的
	
1

	
第A.2項


	
Microsoft SharePoint 2010用のWebCenter Contentストレージ・コネクタの問題固有のトラブルシューティング手順を実行します。この項では、次の内容について説明しています。

	
問題の考えられる原因


	
それぞれの考えられる原因に対応する解決策





	
2

	
第A.3項


	
この項では、よくある質問とその回答を示します。


	
3

	
第A.4項


	
My Oracle Supportを使用して、Oracle FusionアプリケーションまたはOracle BIに関するトラブルシューティングの追加情報を取得します。My Oracle Supportから、ナレッジ・ベース記事、コミュニティ・フォーラム、ディスカッションを含むいくつかの有益なトラブルシューティング・リソースにアクセスできます。


	
4

	
第A.4項


	
この章とMy Oracle Supportの情報では問題を解決できない場合に、サービス・リクエストを記録します。サービス・リクエストを記録するには、https://support.oracle.comのMy Oracle Supportを使用できます。












A.2 一般的な問題の解決

この項では、一般的な障害と解決策について説明します。次の項目が含まれます。

	
第A.2.1項「RBSのインストールの際、実行通知がない」


	
第A.2.2項「RBSインストールに失敗した」


	
第A.2.3項「SharePointにWebCenter ContentコネクタWebソリューション・パッケージをデプロイする際、「WCCConnectorソリューションはすでに追加/デプロイされています」というエラーが表示される」


	
第A.2.4項「SharePointにWebCenter Contentコネクタをインストールする際、「ユーザー'username'のログインに失敗しました」というエラーが表示される」


	
第A.2.5項「SQL認証の問題」


	
第A.2.6項「WebCenter Contentで、「接続構成」ページにエラーが表示される」


	
第A.2.7項「WebCenter Contentで、「メタデータ」、「セキュリティ」または「スコープ・ルールの追加」ページにエラーが表示される」


	
第A.2.8項「SQL認証の問題」







	
注意:

この項に示されている解決策は、一般的な見解に基づくものです。環境によって、解決策は異なる可能性があります。これらの問題に対する別の解決策が見つかる場合もあります。











A.2.1 RBSのインストールの際、実行通知がない

RBSをインストールする際に、実行通知が表示されません。


原因

RBSインストール・コマンドでは、バックグラウンドでインストールが実行されます。


解決策

RBSインストール・コマンドでは、RBS.msiファイルを含むフォルダと同じフォルダにrbs_install_log.txtという名前のログ・ファイルが作成されます。このログ・ファイルで通知を確認できます。






A.2.2 RBSインストールに失敗した


原因1

インストール・コマンドが無効です。


解決方法1

RBSのインストールに使用したコマンドを確認してください。RBSをインストールする方法については、次を参照してください。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/ff629463(v=office.14).aspx#Section3

RBSインストール・コマンドの次の変数を有効な値に置き換えることも必要です。

	
RBS

コマンド・プロンプトの現在のパスがRBSインストール・ファイルのパスと同じ場合は、RBS変数をMSIファイルの名前に置き換える必要があります。コマンド・プロンプトの現在のパスがRBSインストール・ファイルのパスと異なる場合は、ファイルの完全なパスを指定する必要があります。


	
DBInstanceName

DBInstanceName変数は、RBSをインストールするデータベースが存在するSQL Serverインスタンス名に置き換える必要があります。このサーバー・インスタンス名を使用することによって、このSQL Serverインスタンスにアクセスできることを確認することも必要です。


	
WSS_Content

この変数は、RBSをインストールするデータベースの名前に置き換える必要があります。DBInstanceNameで指定されているSQL Serverインスタンスに、このデータベースが存在することを確認することも必要です。





原因2

マスター・キーがデータベースに存在しません。


解決方法2

RBSをインストールするデータベースにはDatabaseMasterKeyが含まれている必要があります。DatabaseMasterKeyを作成する手順は次のとおりです。

	
変数WSS_Contentを、RBSをインストールするデータベースの名前に置き換えます。


	
次のコマンドを使用します。


use [WSS_Content]

if not exists

(select * from sys.symmetric_keys where name = N'##MS_DatabaseMasterKey##')

create master key encryption by password = N'Admin Key Password !2#4'     





原因3

認証の問題。


解決策3

このエラーは、適切な権限を持たずにRBSのインストールを試みると発生します。十分な権限を持つユーザーとして、またはこのインストールのユーザーSharePointファーム・アカウントとして、RBSをインストールする必要があります。






A.2.3 SharePointにWebCenter ContentコネクタWebソリューション・パッケージをデプロイする際、「WCCConnectorソリューションはすでに追加/デプロイされています」というエラーが表示される


原因1

WCCConnectorソリューション・パッケージはすでに追加またはデプロイされています。


解決方法1

ABCパッケージをデプロイする際、「WCCConnectorソリューションはすでに追加/デプロイされています」というエラーが表示される場合があります。これは、コネクタがSharePoint環境にすでに存在することを意味します。ソリューションを再インストールしている場合は、コネクタを適切にアンインストールおよび撤回したことを確認してください。


原因2

DeploySolution.ps1ファイルがデジタル署名されていません。


解決方法2

環境でデジタル署名されたスクリプトのみがサポートされる場合は、標準のメカニズムに従って、SharePoint環境にWSPソリューションをデプロイします。SharePointファームにWCCConnector.wspを追加またはデプロイする必要があります。






A.2.4 SharePointにWebCenter Contentコネクタをインストールする際、「ユーザー'username'のログインに失敗しました」というエラーが表示される


原因

コネクタのインストールの際に、無効なSQL資格証明が指定されました。


解決策

SQLユーザーの有効なユーザー資格証明を入力してください。






A.2.5 SQL認証の問題


原因

無効または期限切れのSQL資格証明


解決策

SQL資格証明を更新する手順は次のとおりです。

	
管理者としてコマンド・プロンプトを実行します。


	
パスを、WCCConnectorInstaller.exeファイルが含まれるフォルダに変更します。


	
次のコマンドを使用します。


WCCConnectorInstaller.exe UpdateSQLCred     


	
コネクタが使用する必要のあるSQL資格証明を指定します。









A.2.6 WebCenter Contentで、「接続構成」ページにエラーが表示される


原因

デフォルトのJavaオーセンティケータ(-DUseSunHttpHandler)を使用するようにWebLogic Serverオーセンティケータが構成されてませんでした。

次のエラーが表示されます。

http://{doamin}:{port}/_vti_adm/WCCConnector/ConfigurationService.svc with the supplied Domain/Username/Password. Runtime error: com.sun.xml.ws.wsdl.parser.InaccessibleWSDLException: 2 counts of InaccessibleWSDLException.


解決策

WebCenter ContentがJavaオーセンティケータを使用していることを確認する手順は次のとおりです。

	
次のパスに移動します。


$domain_home\bin


$domain_homeはWebCenter Contentがインストールされているドメインのホーム・ディレクトリです。


	
startManagedWebLogic.cmdファイルを編集モードで開きます。


	
JAVA_OPTIONSを検索します。


	
JAVA_OPTIONSに次の行を付加します。


-DUseSunHttpHandler=true









A.2.7 WebCenter Contentで、「メタデータ」、「セキュリティ」または「スコープ・ルールの追加」ページにエラーが表示される


原因

WebCenter Contentサーバーのシステム・ユーザーにSharePoint Serverのアクセス権があります。

次のエラーが表示されます。

Getting Runtime error: com.sun.xml.ws.protocol.soap.MessageCreationException: Couldn't create SOAP message due to exception: XML reader error: com.ctc.wstx.exc.WstxUnexpectedCharException: Unexpected character '4' (code 52) in prolog; expected '<' ?


解決策

WebCenter Contentサーバーのシステム・ユーザーがSharePoint Serverへのアクセス権を持っていないことを確認する必要があります。システム・ユーザーにこの権限がある場合は、この権限を削除し、WebLogic Serverを再起動して再試行します。






A.2.8 SQL認証の問題


原因

無効または期限切れのSQL資格証明


解決策

SQL資格証明を更新する手順は次のとおりです。

	
管理者としてコマンド・プロンプトを実行します。


	
パスを、WCCConnectorInstaller.exeファイルが含まれるフォルダに変更します。


	
次のコマンドを使用します。


WCCConnectorInstaller.exe UpdateSQLCred
     


	
コネクタが使用する必要のあるSQL資格証明を指定します。











A.3 よくある質問


質問1

RBSは、どのデータベースにインストールし、有効化する必要がありますか。


回答1

RBSをインストールおよび有効化する必要のあるデータベースを見つける手順は次のとおりです。

	
コネクタを有効化するサイト・コレクションを特定します。


	
SharePoint 2010 Central Administrationを開きます。


	
「Application Management」をクリックします。「Application Management」ページが表示されます。


	
「Site Collection」リージョンで、「View All Site Collections」をクリックします。「Site Collection List」ページが表示されます。


	
サイト・コレクションが存在するWebアプリケーションを選択します。選択したWebアプリケーションのサイト・コレクションのリストが表示されます。


	
コネクタを有効化するサイト・コレクションを選択します。右側のリージョンにサイト・コレクションの詳細が表示されます。これらの詳細に、サイト・コレクションが存在するデータベースの名前が含まれています。このデータベースにRBSをインストールする必要があります。





質問2

RBSのインストールが成功したかどうかを確認するにはどうすればよいですか。


回答2

RBSのインストールは2種類あります。最初のWebサーバーでのインストールと、追加されるすべてのWebサーバーおよびアプリケーション・サーバーでのインストールです。この2つのシナリオの確認方法は異なります。最初のWebサーバーにRBSが正常にインストールされたかどうかを確認する手順は次のとおりです。

	
RBSインストール・ログを確認します。

RBSインストール・コマンドでは、RBS.msiファイルを含むフォルダと同じフォルダにrbs_install_log.txtという名前のログ・ファイルが作成されます。テキスト・エディタを使用してログ・ファイルを開き、ファイルの一番下までスクロールします。ログ・ファイルの最後の数行に次の通知が表示されます。

Product: SQL Remote Blob Storage - Installation completed successfully.




	
注意:

この通知はインストールの成功を示すものではありません。この通知が表示されている場合は、データベース検証タスクを進める必要があります。










	
データベースを検証します。

SQL Serverで、SharePointコンテンツ・データベースにRBS表が存在することを確認します。SharePointコンテンツ・データベースの下には複数の表があります。これらの表の名前の先頭には、mssqlrbsという文字が付きます。




追加されるすべてのWebサーバーおよびアプリケーション・サーバーにRBSが正常にインストールされたかどうかを確認する手順は次のとおりです。

	
RBSインストール・ログを確認します。

RBSインストール・コマンドでは、RBS.msiファイルを含むフォルダと同じフォルダにrbs_install_log.txtという名前のログ・ファイルが作成されます。テキスト・エディタを使用してログ・ファイルを開き、ファイルの一番下までスクロールします。ログ・ファイルの最後の数行に次の通知が表示されます。

Product: SQL Remote Blob Storage - Installation completed successfully.




	
注意:

この通知はインストールの成功を示すものではありません。この通知が表示されている場合は、データベース検証タスクを進める必要があります。










	
RBSフォルダの内容を確認します。

C:\Program Files\Microsoft SQL Remote Blob Storage 10.50のパスに次のディレクトリが含まれているかどうかを確認します。

	
1033


	
Client Library


	
Documentation


	
Maintainer


	
Provider Libraries


	
Server












A.4 My Oracle Supportを使用したその他のトラブルシューティング情報

Oracle Fusion Middlewareの問題解決にMy Oracle Support(以前のMetaLink)を使用できます。My Oracle Supportには、次のような有用なトラブルシューティング・リソースが含まれています。

	
ナレッジ・ベース記事


	
コミュニティ・フォーラムとディスカッション


	
パッチとアップグレード


	
動作保証情報







	
注意:

My Oracle Supportを使用すると、サービス・リクエストのログ記録もできます。









My Oracle Supportにはhttps://support.oracle.comからアクセスできます。








オラクル社の法律上の注意点について


コピーライトについて

Copyright © 1994-2013, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.


商標と登録商標について

OracleおよびJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。


ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。


保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。


制限付権利

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.


危険な用途への使用について

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション（人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む）への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性（redundancy）、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。


第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。


ドラフトのアルファ版およびベータ版ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。オラクル社およびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。


[image: Oracleロゴ]

OEBPS/img/metadataconfig.png
tetadata Configuration

etadata Configurations for: Sharepoint Farm

& shrepantram WebCenter Content Avaiable Filds WebCenter Content Mapped Fields
[Ropicaton Tzarthar = [T =
5 Emoloyee Dashbaard [Batch Icerer [mee
 ftesEmoloyes_Dashbosrd Jgatch Sequence >
- Enploye Dasrboar |comments
IDocument status
varted Forms <
R [pocur =<
Custonized Reports lparanc 14
Evpoyee Infornation Jrofie
Fom Tenpates Mapped Fild Values
Lt Tempite Galery
asirpge Galery WebCenter Content Fields SharePoint Fields Default Values
Reprtng Tenplates )
e Ttle [y =l 3
SraredDacuments “Tioe D) 1] [Appicaten =]
steases
Stepages
Soton alery
StieLbrary
Thene calery
ViehPartGelery Sava oo apping
wioud

7 HR and Adnin






OEBPS/img/registerprovider.png
& Administrator: SharePoint 2010 Management Shell

[PS C:\UCCConnector> .\ICCConnectorlnstaller.exe RegisterProvider
[Provider registered successfully.
[PS” C:\UCCConnector> _






OEBPS/img/installstarttimer.png
[PS_C:\UCCConnector> .\DeploySolution.psi
pdding solution wccconnector.usp

uccconnector. usp solution added successfully.
Deploying solution wccconnector.usp

uccconnector.usp  deployment initiated

uccconnector usp deployed successfully.

[PS” C:\UCCConnector) -\MICCConnectornstaller.exe Install
[Provider registered successfully.

[Enter SOL Server User Name:UCCConnectorDB

[Enter SQL Server User Password:weecooec:

Successfully update SQL credentials.

Successfully create config database.

ilehCentex Content connector successfully installed.

[PS C:\MCCConnector> iisreset

[pecenpting stop. ..
Internct services successfully stopped

ptcenpting stare. ..

Internct services successfully restarted

[PS C:\UCCConnector> net stop sptimerud

[The SharePoint 2018 Timer service is stopping.

The SharePoint 2818 Timer service was stopped successfully.

[PS C:\UCCConnector> net start sptimervd
The SharePoint 2818 Timer service was started successfully.

s c:\uCCConnector>






OEBPS/img/migrationconfighome.png
Migration Configuration

3ob History
L - —
L e —
Conent 08 St VCCREERRERATTT e igatondot
JobType End e s Descrpton
ScopeuleBasec 01/15/13 04315 At Corplees 0 ocuments sucessioly moved to esCanter Contrt
ScopeRulsBasec 01/15/13 04:14 AN Corpltes |72 DOSuTers sucesetaly moved o reocencer corert
Extemalzation 01/15/13 04:00 AN Completed 155 documerts stored with connecior.

0 documents renaining in SharePont.






OEBPS/dcommon/bookicon.gif





OEBPS/img/enablesp.png
Advanced Component Manager

Enabl, disable, nstall or uninstal server components. Some actions require a restart. Unless you knosw exactly what you
a2 dong, please consider usng the smole component menager.

Category Filters
7] Show Standard Components ] Show Custom Compenents. O show System Components

Additional Filtering
@ All Components Document Management Web Content Management

Folders Inbound Refinery ) Integration
WebCenter Content UI Components

Tag ke | =

Enabled Components:

rReposcory = Enabled Cofyponent Info
RMFeatureConfig
SecurityProviders
‘SharepaintConnector

Feature Extensions:
Components To Disable:

=

Disabled Components:

AppAdapterCore - Disabled Component Info
ApPAdaDterEBS

ADpAGaDterPSFT
AutosuggestConfig
Bpelncegration
CIS_Heper .
ContentBasket Available Location Types:
ContentCategorzer eature Extensions:
Contentrolios Components To Disable:
ContentTracker

ContentTrackerReports

DAMConvertersupport

DBSearchContainsOpsuppOrt

DesktoplntegrationSute

DesktopTag =

Enable

Install New Component. Choose File | No fie chosen

(Cinstal ) (CReset )
Download Component [ = ((Downioad ]
Uninstall Component. [ ActiveDirectorvtdapComp[+] (uninseat)

Update Component Configuration [ ContentTracker =] Update






OEBPS/img/installiisreset.png
[PS_C:\UCCConnector> .\DeploySolution.psi
pdding solution wccconnector.usp

uccconnector. usp solution added successfully.
Deploying solution wccconnector.usp

uccconnector.usp  deployment initiated

uccconnector usp deployed successfully.

[PS” C:\UCCConnector) -\MICCConnectornstaller.exe Install
[Provider registered successfully.

[Enter SOL Server User Name:UCCConnectorDB

[Enter SQL Server User Password:weecooec:

Successfully update SQL credentials.

Successfully create config database.

ilehCentex Content connector successfully installed.

[PS C:\MCCConnector> iisreset

[pecenpting stop. ..
Internct services successfully stopped
ptcenpting stare. ..

Internct services successfully restarted
[PS C:\UCCConnector>






OEBPS/img/choosefile.png
©) Computer ~ Local Disk (D:) ~ comector Search connector
[ e - T @
F— = [osemtted e
B Cesktop. 1) sharepointConnector.3p. 12/10/20122:47PM  Compressed (zi]
i oo
El RecentPlaces.
[ boauments:
o music
s
B vieos
1% Computer
G nework
i} I
Fieame | =] [ |
B






OEBPS/img/unregisterprovider.png
& Administrator: SharePoint 2010 Management Shell

[PS C:\MCCConnector> .\ICCConnectorlnstallor.exe UnregisterProvider
[Provider unregistered successfully.
[PS” C:\UCCConnector> -






OEBPS/img/scopeconfigupdatehome.png
Scope Configuration

List of Scope Rules
Scope Rule liame Edtt Delete

Document Edit Delete

PDF_Fie Edit Delete

Add New






OEBPS/img/overview.png
SharePoint Server 2010 Farm

WebFront End Server

SharePoint Web
Applications

WebCenter Content Environment

WebCenter Content

‘Connector

Services
Standard

Connector Event
Recelvers

8

Connector
soap Fiters

{ Connector RBS
Provider

Database Server

Cornecior
Tables

‘SharePoint WebCenter Confent Connector

(@) Miroson tareront






OEBPS/dcommon/conticon.gif





OEBPS/img/migrationconfignewjob.png
Migration Configuration

New Migration Job

e Application [ End Admin
Content Database [iR Cantent 1113
Content B Status [[CCACHAEEE

Migration Type CExternalzation
Move document(s) from SharePaint content database to external SQL store

C'scopeBased
Move document(s) from SQL store to WebCenter Content depending on scope evaluation

Threshold [T

CReverse
Copy document(s) back to SharePaint content database from WebCenter Content and external SQL store

_Start | _Cancel






OEBPS/dcommon/booklist.gif





OEBPS/dcommon/oracle-logo.jpg
ORACLE

Fusion Middleware Microsoft SharePoint
D DOracle WebCenter ContentR b
L= axo 5 OER, 11g YU —2X1
(11.1.1)





OEBPS/dcommon/rarrow.gif





OEBPS/img/diagnosticlogginpage.png
27 SHarepoint 220

Contral Adminstration »

ot s

et ooy g
R T v

ST 24

prm—
— —
R
R
Tt
e .
==
R
R
e
S
o,
e
R s
N
S e
R
s
e
iy

 EWort Atomation Saecer

e et e e






OEBPS/img/scopeconfigurationhome.png
Scope Configuration

List of Scope Rules

Scope Rule liame

Edit Delete

Document

Edit Delete

Add New






OEBPS/img/registerstarttimer.png
&, Administrator: SharePoint 2010 Management Shell

NUsersAdninistrator> cd C:\WCCConnector
\UCCConnector> .\HCCConnectorlnstaller.exe RegisterProvider

[Provider registered successfully.

[PS C:\UCCConnector> lisreset

[pecenpting stop. ..
Internct services successfully stopped
Attenpting start.

Internct services successfully restarted

[PS C:\UCCConnector> net stop sptimerud
[The SharePoint 2018 Timer service is stopping.
The SharePoint 2818 Timer service was stopped successfully.

[PS C:\UCCConnector> net start sptimervd

The SharePoint 2818 Timer service was started successfully.






OEBPS/dcommon/bookbig.gif





OEBPS/dcommon/oracle.gif





OEBPS/dcommon/larrow.gif





OEBPS/dcommon/rightnav.gif





OEBPS/img/spmonitoringpage.png
27 SRarePoint 010 Central Administration » Monitoring

central I
ealth Analyzer
Adniatration Y e o snd soutons | Review e deintons
‘Appication Management
System setinge Ly Timer Jobs
Review job defintions | Check iob satus
Venitaring |

Reporting

Uparade and Mgrstion

General Appication
Setings

fguration Wazards
racie SP WCC Connector






OEBPS/dcommon/help.gif





OEBPS/dcommon/index.gif





OEBPS/img/installstoptimer.png
[PS_C:\UCCConnector> .\DeploySolution.psi
pdding solution wccconnector.usp

uccconnector. usp solution added successfully.
Deploying solution wccconnector.usp

uccconnector.usp  deployment initiated

uccconnector usp deployed successfully.

[PS” C:\UCCConnector) -\MICCConnectornstaller.exe Install
[Provider registered successfully.

[Enter SOL Server User Name:UCCConnectorDB

[Enter SQL Server User Password:weecooec:

Successfully update SQL credentials.

Successfully create config database.

ilehCentex Content connector successfully installed.

[PS C:\MCCConnector> iisreset

[pecenpting stop. ..
Internct services successfully stopped

ptcenpting stare. ..

Internct services successfully restarted

[PS C:\UCCConnector> net stop sptimerud

[The SharePoint 2018 Timer service is stopping.

The SharePoint 2818 Timer service was stopped successfully.

s c:\uCCConnector>






OEBPS/dcommon/oracle-small.JPG
ORACLE





OEBPS/img/retract.png
[PS C:\UCCConnector> .\ICCConnectorlnstaller.exe Uninstall
fre ‘you sure you want to uninstall connector? ¥/N:

ly
[Successfully delete config database

Successfully removed sql credentials.

[Provider unregistered successfully.

iehCenter Content connector successfully uninstalled.

[PS C:\UCCCanngctor> .\RetractSolution.psl
[Retracting solution "wccconnector.usp.
uccconnector.usp  retracted successfully.
[Renoving solution

[Removed solution successfully

[PS” C:\UCCConnector>






OEBPS/img/activationconfigcleanup.png
Activation Configuration

Web Application [RRand Admn x|

‘Content Database Name.

Status

HR_Content_1113

WebCenter Content connector not removed

‘Admin_Content_1113

WebCenter Content Connector & not activated

I

e






OEBPS/img/registeriisreset.png
&, Administrator: SharePoint 2010 Management Shell
[FS CiUsers\dninistrator> od C:\CCConnector

PS Ci\UCCConneotors - CCConnector nstalion exe RegisterProvider
[Provider registered successiully.

pS°¢: Witctonnecton> fisreset

[pecenpting stop. ..

Internct services successfully stopped
Attenpting start.

Internct services successfully restarted
[PS C:\UCCConnector>






OEBPS/dcommon/O_signature_clr.JPG
ORACLE





OEBPS/img/connectionconfig.png
Connection Configuration

‘SharePoint Configuration

scentmlAdmnURL[ |
cusertame [
paswod [

WebCenter Content Configuration

cusertame [
paswod [

_Save| Delete






OEBPS/dcommon/prodicon.gif





OEBPS/img/systemauditpage.png
‘System Audit Information
( Vi s GV vt Ot Gk S oo i |
Kirmnsaion > Sy gk oo

Wermory Dt

Tovead Dsaits

Onabase Comecton Dt

Localization oformation

Sting ke count s 12328,
S g o sting .
CoClaatan ek 500,443 lankeps por sacond.

Tracing Sections Information®)

£ Full verbose Tracing ) Save.
Active Sections: o

Event Trap Test: Excapion 1 Add Threod oump

(bt (cRamw)






OEBPS/img/splogginglevels.png
Selecta category
category

A1 Catagoris

& [ Access services

9 [ Business Connectivty Services.

8 [ Document Conversions

4 [ Document Hanagement Server

o [JeApproval

& 1] Excel Services Avplication

& [ nfopath Forms Services

5 1 Pertormanceoint Service

& [JSecure store Service.

5 [ SharePoint Foundation

& [ SharePoint Foundation Search

4 [ SharePoint Portal Server

& [JSharePoint Server

& [ SharePoint Server Search

& []SQU Server Reporting Services.

& 1| Vsio Graphics Service:

9 1] Web Analytics Services

5[] Web Content Management

(G webCartr Comen Cannecor
core

Svenecsivers
WecsiveLbrary
5 []Word Automation Services
Least crteal event t repor o the event1og
=
Lot crtealevent 1o repor o the trace log

5]

Warnng
warnng
Warning

Hoh
Hah
Hah
Hah






OEBPS/img/migrationconfigrevhome.png
Migration Configuration

Job History
Web Appication [HR and Admin <!
Content Databse R Content 1113 -
Content 08 Status [FTCONamemovEd New M Job
Job Type Start Tme End Tme. Status Descrption
: : 155 documents stored in SherePont.
Reverse 01/15/13 04:26 AM 01/15/13 04:27 AM Completed O th cocnotr.
§ 61 Documents successfully moved to WebCenter Content.
ScopeRuleBased O1/15/13 04:14 AM Completed 0 Documents faled whie moving to WebCenter Content.
§ § 92 Documents successfully moved to WebCenter Content.
ScopeRuleBased 01/15/13 04:12 AM 01/15/13 04:14 AM Completed B i T e Gt
; ; 155 documents stored with connector.
Extemalzation 01/15/13 04:00 AM 01/15/13 04:00 AM Completed e e rorebone:






OEBPS/img/installationoutput.png
[PS_C:\UCCConnector> .\DeploySolution.psi
pdding solution wccconnector.usp

uccconnector. usp solution added successfully.
Deploying solution wccconnector.usp

uccconnector.usp  deployment initiated

uccconnector usp deployed successfully.

[PS” C:\UCCConnector) -\MICCConnectornstaller.exe Install
[Provider registered successfully.

[Enter SOL Server User Name:UCCConnectorDB

[Enter SQL Server User Password:weecooec:

Successfully update SQL credentials.

Successfully create config database.

ilehCenter Content connector successfully installed.

[P C:\CCCannector>






OEBPS/img/scopeconfigurationdelete.png
Scope Configuration

List of Scope Rules
Scope Rule liame Edtt Delete

Document Edit Delete

PDF_Fie Edit Delete

Add New






OEBPS/dcommon/mix.gif





OEBPS/dcommon/contbig.gif





OEBPS/img/deploysolution.png
\UCCConnector> -\DeploySolution.psi
pdding solution wccconnector.usp
uccconnector. usp solution added successfully.
Deploying solution wccconnector.usp
uccconnector.usp  deployment initiated
uccconnector usp deployed successfully.

[PS” C:\UCCConnector>






OEBPS/img/migrationconfigrevnewjob.png
Migration Configuration

New Migration Job

e Application [ End Admin
Content Database [iR Cantent 1113
Content D8 Status [CCDEacNaERd

Migration Type. €@ Externalzation
Move document(s) from SharePaint content database to external SQL store

©scopeBased
Move document(s) from SQL store to WebCenter Content depending on scope evaluation

Threshold [T

GReverse
Copy document(s) back to SharePaint content database from WebCenter Content and external SQL store

_Start | _Cancel






OEBPS/img/advn_comp_mgr.png
ORACLE'" WebCenter Content

Hy Content Server

Advanced Component Manager
Browse Content
& search Enabe, diable, instal, or uninstall server components. Some actions requir2 & restart. Unless you knosw exactly what you
et et are dong, please consider using the smple companerit manzger.
= Administration Category Filters
EW‘“ 9 Show Standard Components (9] Show Custom Companents 7] Show system Companents
i Applets -
[ confiouation for PS7187_4444 Additional Filtering
syt b maton © AllComponents © Document Management © web Content Management
= masen O Folders O Inbound Refinery 2 Integration
B webtiriveps ) webCenter Content UT Components
=T —— L —|
D adrin Actons Enabled Components:
Dleroviders TpmRepostory B Enabled Component Info—————
[Isend Test Emai TFeatv;eCoEﬁa
ecurtyProviders
Ceiter admnsiaton SharepointConnector
(] Configure Recards Settings
[ confioure Thumbna Options: s aion ype Used:
[ schedied Jobs Adminstration Feature Extensions:
[Ep— Components To Disable:
B Commecton Passwords
& {1 Admin server
(£ component Manager
(] General confguration .
(Bl content secuity
Bl intemet Confguration
lenvronment Packager Disabled Components:
Dltocstzston AppAdapterCore Disabled Component Info————
< AppAdaptereBS me:
Diosmstwesensacowaten | 202020185 \ tame:
D view Configuration Fie. AutoSuggestConfig Tags:
0race Query Optmzer Bpelintegration | Location:
B sow weds Cls_Heer - Location Type Used:
= ContentBasket Available Location Types:
[ stoe Admnistaton [SebosteseonstiN Feature Extensions:
o Components To Disable:
823 Config Micraton Admin Contentrolios
ContentTracker
ContentTrackerReports
DAHConverterSupport
DBSearchContainsOpSupport
DeskcopIntegrationsice
DesktopTag
Install New Component Ghoasefile ] o fle chosen

) SharePoint Connector

\ —=——






OEBPS/img/scopeconfiguration.png
Scope Configuration

& Sharepont Farm
5 Employee Dashbozrd
3+ and Admin
B /stes/HR
=FHR

Tconvertad Forms
customeed Reports
I Fomn Tempiates
T List Template Galery
Thaster page Galery
Reporting Tempiates
17 shared Documents
isite Assets
site Pages
Tsolition Gallery
[style Library
T Theme Gallery
Tweb part Galery.
Pwipub

“tule lame POFFE |

Conditions,
“Fie Sz= [Gperator [v] [Enter vaiue to compare | M8
“Fie Typs [Ertarfia typs
Eampe dos
Add
Fie Sze Info Fie Type Info Action
Fiesize > 118 FieType = pef. Delete |

save| concel






OEBPS/img/scopeconfigurationupdate.png
Scope Configuration

£ Sharepaint Farm “Rule Name |PF_Fie:

5 Employes Dashboard Conditions

&7 sites/Employee_Dashboard

& Employee Dashboard “Fle Sze [Operator [v] [Enter value to compare | e

T converted Forms

T Customized Reports “Fie Type [Enter e type

Employee Information Example: docx

I"Form Tempites
Add

Dltist Tempiate Galery

[Master Page Galery

TReporting Templates Fie Size Info Fie Type Info. Action

MResume FieSize > 1.0 MB. FieType = pdf Delete

shared Documents FieSize > 0 MB. FieType = docx Delete

site Assets
site Pages

T solution Gallery
style Library

T Theme Gallery
Tweb part Gallery

wioub
HR and Adin Save | _Cancel






OEBPS/dcommon/indxicon.gif





OEBPS/img/securityconfig.png
Security Configuration

Farm Security Configuration
= Securty Growp [ppic =]
Account | [~ Select Account -~ x|

Lsave|






OEBPS/dcommon/topnav.gif





OEBPS/dcommon/toc.gif





OEBPS/dcommon/leftnav.gif





OEBPS/img/registerstoptimer.png
&, Administrator: SharePoint 2010 Management Shell

[Provider registered successfully.
[PS C:\UCCConnector> lisreset

[pecenpting stop. ..
Internct services successfully stopped

Attenpting start.

Internct services successfully restarted

[PS C:\UCCConnector> net stop sptimerud

[The SharePoint 2018 Timer service is stopping.

The SharePoint 2818 Timer service was stopped successfully.

s c:\uCCConnector>






OEBPS/img/activationconfig.png
Activation Configuration

Veb Application [ ang Agmin <

Content Datzbase Name Status ‘Action
HR_Content_1113 WebCenter Content Connector activated Deactiate
‘Admin_Content_1113 WebCenter Content Connector & not activated Activate






OEBPS/dcommon/prodbig.gif





OEBPS/dcommon/feedback.gif





OEBPS/img/adminserver.png
ORACLE" WebCenter Content

y Content Server
& Browse Content

@ Search

ontent tHanagement

= Administration

ELog Fies

[ admin Applets

[ confiuraton fo 7187 4444
[ svstem aust nformatn
E—

ERefery Adminisiration

[ acn Actons

Dprovcers

[Dlsend Testnsi

[Fier Admnsuaton

{E] confiqure Recards Settngs

[ confioure Thumbnail Options
scheceied obs Admnstraton
Elcriensslvses
S —

5 [ i Server

[ component Manager

(E Geners Confuration
[Hcontentseaity
[Eimtemet Confuraton

Component Manager

Use this page to enable or dissble standard server companents. A restart wil be required for any changes to take sffect.
For more fine-grained control, you can use the advanced component manager. If you are using WebCenter Content:
Records, you should use this page to configure which Oracle WebCenter Content: Records components are enabled and
disabled.

© AlFeatures Document Hansgement ) Wb Content Management
Folders 5 Inbound Refinery © Integratin
) WebCenter Content UI Components

Document: Management:

ClcontentCateqorizer

Content Categorizer Component suggests metadata values for documents being checked into the Content Server and
can be used to recategorze the metadata of documents that are aready n the Content Server. The metadata vakues
are determined according to search rules provided by the system admnstrator.

[ElcontentFolios
Content Folos provides a quick and effective way to assemble, track, and access logical groupings of muftple content
f2ms wehin the content server.

ClcontentTracker
‘Content Tracker monitors activity on your Content Server instance and records selected detals of those activities. It
‘then generates reports that may help you understand the ways in which your system is being used.

DlcontentTrackerReports
The Content Tracker Report companent is designed to report on the data generated by the Content Tracker
component.

DoynamicConverter

‘The Dynamic Converter component provides 3 transformation technology and ondemand publshing solution for content.
ems. The component may be used to convert a document into 3 web page for everyone to see WIhout use of the
zpplication used to create that document.






OEBPS/img/wcclogginghomepage.png
ORACLE" WebCenter Content
Searrh  New theckin

Title:

5 Content Mansgement o

& Administra s
ReleaseDate: From T

Catos ries
D aduin Appets.

E LET

sontoy: RelsaseDate ~ Desconding ~






OEBPS/dcommon/feedbck2.gif
<





OEBPS/img/securityconfigmappinghome.png
Security Configuration

‘Security Configuration defined by Admin.

Name ‘Action
Employee Dashboard. sites/Employes_Dashboard B Delete
Employee Dashboard. /stes/Employes_Dashboard.Employee Dashboard sa Delete
[Employee Dashboard./sies/Employee_Dashboard. Employee Dashboard.Employee Information sa Delete
Employee Dashboard. sites/Employee_Dashboard.Employee Dashboard Resume sa Delete
[Employee Dashboard. sites/Employee_Dashboard. Employee Dashboard.Shared Documents sa Delete

Delete Al| _Add New






OEBPS/dcommon/uarrow.gif





OEBPS/img/securityconfigaddnew.png
‘Security Configuration

‘Add New Mapping

£ Sharepoint Farm
& Employes Deshboard

&7 sites/Employee_Dashboard
B Employee Dashboard

T converted Forms

T customized Reports

Femployee Information

TForm Tempiates

st Template Galery

Master Page Gallery

Reporting Tempbtes

P Resume

¥ shared Documents

site Assets

site Pages

solution Galery

sty Lbrary

Theme Gallery

TTwep Part Galery

T whpub

* Securty Grovp. [ Select Securtty Group - -

Account [ I

Select Account -- =]

Save| _Cancel






OEBPS/img/metadataconfigwithoutfarm.png
Metadata Configuration

Metadata Configurations for: SharePoint Farm.employee Dashboard. sites/Employee_Dashboard.employee Dashboard.employee Information

[ESharePoint Farm WebCenter Content Available Fields ‘WebCenter Content Mapped Fields
& Employes Dashboar [A_WCC_Book_Type A [Title
G Employee Dastboard |A-wec pate Tyoe
& fstes Employee._Dashbozrd lTwec prca =
[E+Employee Dashboard |Application Identifier
Converted Forms. Batch Identifier <<
Batch Sequence
Customized Reports |Corments
Enployee Informaton Ipocument status
Form Tenates Mapped Field Values
List Tenplate Galery
Mester Page Galery WebCenter Content  SharePoint Fields Default Values
Reportng Templates
Fields
Resume
Shared Documents “Tide [Te(Tee) JE2 [ G A
Site Assets *Type [TypeDocicon) 7=l [Appicaton =]
SitePages
Soluton Galery
Sty Lbrary
Theme Galery
Web Part Gallery Save | Clear Mapping
wipub
e






OEBPS/img/uninstall.png
& Administrator: SharePoint 2010 Management Shell

[PS C: Users\Adninistrator> cd C:\UCCConnector
[PS C:\UCCConnector> .\ICCConnectorlnstaller.exe Uninstall
fre ‘you sure you want to uninstall connector? ¥/N:

ly
[Successfully delete config database

Successfully removed sql credentials.
[Provider unregistered successfully.

iehCenter Content connector successfully uninstalled.
[P C:\CCCannector>






OEBPS/dcommon/doclib.gif





OEBPS/dcommon/masterix.gif





